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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（３）で表されるジヒドロインダセン化合物。

（式中、
　Ｒ１は、水素原子を表し、
　Ｒ２～Ｒ５は、同一又は相異なり、水素原子、又は炭素数１～３０の置換されていても
よいアルキルを表し、
　ｐは、２であり、
　Ｒ６及びＲ８は、同一又は相異なり、水素原子、炭素数１～３０の置換されていてもよ
いアルキル、炭素数６～３０の置換されていてもよいアリール、置換されていてもよいヘ
テロアリール又はハロゲン原子を表し、
　Ｒ７及びＲ９は、水素原子を表し、
　Ｘは、硫黄原子を表す。）
【請求項２】
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　請求項１に記載の式（３）で表されるジヒドロインダセン化合物において、
　Ｒ２～Ｒ５が、同一又は相異なり、水素原子、メチル又はエチルである、請求項１に記
載のジヒドロインダセン化合物。
【請求項３】
　請求項１に記載の式（３）で表されるジヒドロインダセン化合物において、
　Ｒ２～Ｒ５が、それぞれ水素原子を表し、Ｒ６及びＲ８が、それぞれ、炭素数１～２０
のアルキルである、請求項１に記載のジヒドロインダセン化合物。
【請求項４】
　請求項１に記載の式（３）で表されるジヒドロインダセン化合物において、
　Ｒ２～Ｒ５が、それぞれ水素原子を表し、Ｒ６及びＲ８が、それぞれ、５－（Ｃ１－２
０アルキル）チオフェン－２－イルである、請求項１に記載のジヒドロインダセン化合物
。
【請求項５】
　請求項１に記載の式（３）で表されるジヒドロインダセン化合物において、
　Ｒ２～Ｒ５が、それぞれ水素原子を表し、Ｒ６及びＲ８が、それぞれ、４－（Ｃ１－２
０アルキル）フェニル－１－イル又は４－（Ｃ１－２０）アルコキシフェニル－１－イル
である、請求項１に記載のジヒドロインダセン化合物。
【請求項６】
　請求項１に記載の式（３）で表されるジヒドロインダセン化合物において、
　Ｒ２～Ｒ５が、それぞれ水素原子を表し、Ｒ６及びＲ８が、それぞれ、ｎ－ヘキシルで
ある、請求項１に記載のジヒドロインダセン化合物。
【請求項７】
　請求項１に記載の式（３）で表されるジヒドロインダセン化合物において、
　Ｒ２～Ｒ５が、それぞれ水素原子を表し、Ｒ６及びＲ８が、それぞれ、５－ｎ－ヘキシ
ルチオフェン－２－イルである、請求項１に記載のジヒドロインダセン化合物。
【請求項８】
　請求項１に記載の式（３）で表されるジヒドロインダセン化合物において、
　Ｒ２～Ｒ５が、それぞれ水素原子を表し、Ｒ６及びＲ８が、それぞれ、４－ｎ－ヘキシ
ルフェニルである、請求項１に記載のジヒドロインダセン化合物。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の化合物を用いる有機半導体デバイス。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の化合物を含有する導電性薄膜。
【請求項１１】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の化合物を含有する発光性薄膜。
【請求項１２】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の化合物を含有する有機半導体薄膜。
【請求項１３】
　キャリア移動度が１０－４ｃｍ２／Ｖｓ以上である、請求項１２に記載の有機半導体薄
膜。
【請求項１４】
　請求項１２又は１３に記載の有機半導体薄膜を有する有機トランジスタ。
【請求項１５】
　請求項１１に記載の発光性薄膜を有する発光素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ジヒドロインダセン化合物等の多環縮環化合物、それらの製造方法、及びそ
れらを含有する有機半導体材料に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　有機薄膜トランジスタに代表される有機半導体デバイスは、省エネルギー、低コスト、
フレキシブルなどの有機分子ならではの特徴を有し、電子ペーパーや大画面フラットパネ
ルディスプレイなどの次世代の技術に応用可能な素子として期待されている。有機薄膜ト
ランジスタは、有機半導体活性層、基板、絶縁層、電極等数種類の部材から構成されるが
、特にキャリア輸送を担う有機半導体活性層は、デバイスの中で重要な役割を有している
。トランジスタの特性は、この有機半導体活性層を構成する有機半導体材料のキャリア輸
送能に大きく依存する。
【０００３】
　有機薄膜トランジスタに用いられる有機半導体材料としては、種々の有機化合物が提案
されている。例えば、銅フタロシアニン、ペンタセンなどの低分子系材料、チオフェン６
量体などの芳香族５員環や６員環を連結したオリゴマー材料、及びポリアルキルチオフェ
ンなどのようなポリマー材料が報告されている。
【０００４】
　有機薄膜のトランジスタ特性については、アモルファスシリコン程度の特性を目指して
研究が行われている。その他の要求特性としては、安定駆動性、高寿命、塗布性などが挙
げられる。しかし、これまでのところ、全ての条件を満たす有機材料の開発には至ってい
ない。
【０００５】
　例えば、ペンタセンはアモルファスシリコン並みの高いキャリア移動度を有し、優れた
半導体デバイス特性を発現することが報告されている（非特許文献１参照）。しかし、ペ
ンタセンは凝集性が強く、難溶解性であり、また安定駆動性や寿命にも問題を抱えている
。一方、オリゴマーやポリマー系の材料は、塗布性は比較的高いもののキャリア移動度が
１桁程度低いのが現状である（非特許文献２、３参照）。
【０００６】
　ペンタセンのような多環縮環化合物が高特性デバイスを示す活性層材料になり得る、と
いう分子設計が知られているが、環数が５個以上からなる多環縮環化合物は合成上の問題
から報告例は少ない。さらに、ペンタセンが有する問題点（低溶解性・空気酸化性）を克
服した多環縮環化合物は限られている。
　一方、多環縮環化合物のπ共役系骨格内にヘテロ元素を組み込むことは、有機半導体材
料の構造的、電子的、光学的、及び物理的性質を制御するための手法の一つとなっている
。例えば、π共役系骨格内に硫黄原子を組み込んだジナフトチエノチオフェンは、高いキ
ャリア移動度及び高安定性のトランジスタであることが報告されている（非特許文献４）
。また、窒素原子を組み込んだ５個の縮合環からなるインドロ［３，２－ｂ］カルバゾー
ルは、塗布性・安定性を有する有機半導体材料として報告されている（非特許文献５）。
これらの例に見られるように、多環縮環化合物にヘテロ元素を組み込むことは、有機半導
体材料の分子設計において有効な手段であるといえる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】「ジャーナル　オブ　アプライド　フィジックス」、（米国）、２００
２年、９２巻、５２５９－５２６３頁
【非特許文献２】「ジャーナル　オブ　ザ　アメリカン　ケミカル　ソサエティー」、（
米国）、２００４年、１２６巻、１３８５９－１３８７４頁
【非特許文献３】「サイエンス」、（米国）、１９９８年、２８０巻、１７４１－１７４
４頁
【非特許文献４】「ジャーナル　オブ　ザ　アメリカン　ケミカル　ソサエティー」、（
米国）、２００７年、１２９巻、２２２４－２２２５頁
【非特許文献５】「ジャーナル　オブ　ザ　アメリカン　ケミカル　ソサエティー」、（
米国）、２００５年、１２７巻、６１４－６１８頁
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　このような状況下、種々の有機半導体材料の開発が望まれている。本発明は、ヘテロ元
素を組み込んだ５個の縮合環を基本骨格とする多環縮環化合物、その製造方法、及び該化
合物を含有する有機半導体材料を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは上記課題を解決するため鋭意検討を行った結果、新規な含ヘテロ元素ジヒ
ドロインダセン及びインダセンジオン誘導体、並びにそれらの製造方法を見出した。加え
て、該ジヒドロインダセン及びインダセンジオン誘導体を含有する有機半導体材料及びそ
の薄膜を見出した。さらに、該ジヒドロインダセン及びインダセンジオン誘導体を製造す
るに好適な前駆化合物であるテレフタル酸誘導体及びテレフタル酸エステル誘導体を見出
し、本発明に至った。
【００１０】
　すなわち、本発明は、下記一般式（１）で表されるジヒドロインダセン化合物、その中
間体、それらの製造方法及びジヒドロインダセン化合物及びインダセンジオン化合物の用
途を提供するものである。

【００１１】
　式（１）中、Ｒ１は、同一又は相異なり、水素原子、置換されていてもよいアルキル、
置換されていてもよいアルケニル、置換されていてもよいアルキニル、置換されていても
よいアルコキシ、置換されていてもよいアルキルチオ、置換されていてもよいアリール、
置換されていてもよいアリールオキシ、置換されていてもよいアリールチオ、置換されて
いてもよいアリールアルキル、置換されていてもよいアリールアルコキシ、置換されてい
てもよいアリールアルキルチオ、置換されていてもよいアリールアルケニル、置換されて
いてもよいアリールアルキニル、置換されていてもよいボリル、置換されていてもよいア
ミノ、置換されていてもよいシリル、置換されていてもよいシリルオキシ、置換されてい
てもよいアリールスルフォニルオキシ、置換されていてもよいアルキルスルフォニルオキ
シ、置換されていてもよいヘテロアリール、置換されていてもよいヘテロアリールオキシ
、置換されていてもよいヘテロアリールチオ、置換されていてもよいヘテロアリールアル
キル、置換されていてもよいヘテロアリールアルコキシ、置換されていてもよいヘテロア
リールアルキルチオ、置換されていてもよいヘテロアリールアルケニル、置換されていて
もよいヘテロアリールアルキニル、置換されていてもよいシクロアルキル、ハロゲン、シ
アノ、ニトロ又はヒドロキシルを表し、
　Ｒ２～Ｒ５は、同一又は相異なり、水素原子、置換されていてもよいアルキル、置換さ
れていてもよいアルケニル、置換されていてもよいアルキニル、置換されていてもよいア
リール、置換されていてもよいアリールアルキル、置換されていてもよいヘテロアリール
、置換されていてもよいヘテロアリールアルキル、置換されていてもよいシクロアルキル
、ハロゲン、シアノ、ニトロ又はヒドロキシルを表し、
　ｐは、０、１、又は２であり、
　環構造Ａ、Ｂは、同一又は相異なり、置換されていてもよいベンゼン環、置換されてい
てもよいチオフェン環、置換されていてもよいフラン環、置換されていてもよいセレノフ
ェン環、置換されていてもよいピロール環、置換されていてもよいチアゾール環、置換さ
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れていてもよいピリジン環、置換されていてもよいピラジン環、置換されていてもよいピ
リミジン環又は置換されていてもよいピリダジン環を表す。
　但し、ＡとＢが両者ともベンゼン環の場合、及び下記一般式（２）で表される化合物を
除く。

【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、ヘテロ元素を組み込んだ新規な５個の縮合環を基本骨格とする多環縮
環化合物、その製造方法、及び該化合物を含有する有機半導体材料を提供することが可能
になる。また、本発明の製造方法によれば、置換基を導入した多環縮環化合物を製造する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明における有機トランジスタの一実施形態を示す端面図である。
【図２】実施例４における２，７－ジヘキシル－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３
’－６，５］ｓ－インダセノ［１，２－ｂ］チオフェンからなる有機半導体層を有する有
機トランジスタの電気特性を示す図である。
【符号の説明】
【００１４】
　１１　基板
　１２　ゲート電極
　１３　ゲート絶縁膜
　１４　ソース電極
　１５　ドレイン電極
　１６　有機半導体層
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明を実施するための形態について詳細に説明する。ただし、本発明は以下の
実施形態に限定されるものではない。
【００１６】
　本発明の式（１）で表されるジヒドロインダセン化合物（以下、ジヒドロインダセン化
合物（１）と称する。）において、Ｒ１における、「置換されていてもよいアルキル」の
「アルキル」としては、直鎖、分枝鎖、環状のいずれでもよく、例えば、炭素数１～３０
の直鎖もしくは分枝鎖状のアルキル又は環状のアルキルがあげられる。炭素原子数１～３
０のアルキル基の具体例としては、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イソプロピル
基、ｎ－ブチル基、ｓ－ブチル基、ｔ－ブチル基、ｎ－ペンチル基、ネオペンチル基、ｎ
－ヘキシル基、２－エチルヘキシル基、シクロヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、ｎ－オクチ
ル基、２－ヘキシルオクチル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデシル基、ｎ－
ドデシル基、ｎ－トリデシル基、ｎ－テトラデシル基、ｎ－ペンタデシル基、ｎ－ヘキサ
デシル基、ｎ－ヘプタデシル基、ｎ－オクタデシル基、ｎ－ノナデシル基、ｎ－イコシル
基、ｎ－ヘンイコシル基、ｎ－ドコシル基、ｎ－トリコシル基、ｎ－テトラコシル基、ｎ
－ペンタコシル基、ｎ－ヘキサコシル基、ｎ－ヘプタコシル基、ｎ－オクタコシル基、ｎ
－ノナコシル基、及びｎ－トリアコンチル基が例示され、好ましくはメチル基、エチル基
、ｎ－プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、ｓ－ブチル基、ｔ－ブチル基、ｎ－
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ペンチル基、ネオペンチル基、ｎ－ヘキシル基、２－エチルヘキシル基、ｎ－ヘプチル基
、ｎ－オクチル基、２－ヘキシルオクチル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデ
シル基、ｎ－ドデシル基、ｎ－トリデシル基、ｎ－テトラデシル基、ｎ－ペンタデシル基
、ｎ－ヘキサデシル基、ｎ－ヘプタデシル基、ｎ－オクタデシル基、ｎ－ノナデシル基、
ｎ－イコシル基が挙げられ、より好ましくはメチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｎ－
ブチル基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基、２－エチルヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、
ｎ－オクチル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデシル基、ｎ－ドデシル基、ｎ
－トリデシル基、２－ヘキシルオクチル基、ｎ－テトラデシル基、ｎ－ペンタデシル基、
及びｎ－ヘキサデシル基が挙げられる。
【００１７】
　Ｒ１において、ハロゲン置換の炭素原子数１～３０のアルキル基の具体例としては、こ
れらのアルキル基が、フッ素原子、塩素原子、臭素原子又はヨウ素原子などのハロゲン原
子で置換されたものが例示される。
【００１８】
　Ｒ１における「置換されていてもよいアルケニル」の「アルケニル」としては、直鎖、
分枝鎖又は環状でもよく、例えば、炭素数２～３０の直鎖もしくは分枝鎖状のアルケニル
があげられる。炭素原子数２～３０のアルケニル基の具体例としては、エテニル基、１－
プロペニル基、１－ブテニル基、１－ペンテニル基、１－ヘキセニル基、１－シクロヘキ
セニル基、１－ヘプテニル基、１－オクテニル基、１－ノネニル基、１－デケニル基、１
－ウンデケニル基、１－ドデケニル基、１－トリデケニル基、１－テトラデケニル基、１
－ペンタデケニル基、１－ヘキサデケニル基、１－ヘプタデケニル基、１－オクタデケニ
ル基、１－ノナデケニル基、１－イコセニル基、１－ヘンイコセニル基、１－ドコセニル
基、１－トリコセニル基、１－テトラコセニル基、１－ペンタコセニル基、１－ヘキサコ
セニル基、１－ヘプタコセニル基、１－オクタコセニル基、１－ノナコセニル基、及び１
－トリアコンテニル基が例示され、好ましくはエテニル基、１－プロペニル基、１－ブテ
ニル基、１－ペンテニル基、１－ヘキセニル基、１－ヘプテニル基、１－オクテニル基、
１－ノネニル基、１－デケニル基、１－ウンデケニル基、１－ドデケニル基、１－トリデ
ケニル基、１－テトラデケニル基、１－ペンタデケニル基、１－ヘキサデケニル基、１－
ヘプタデケニル基、１－オクタデケニル基、１－ノナデケニル基、１－イコセニル基が挙
げられ、より好ましくはエテニル基、１－プロペニル基、１－ブテニル基、１－ペンテニ
ル基、１－ヘキセニル基、１－ヘプテニル基、１－オクテニル基、１－ノネニル基、１－
デケニル基、１－ウンデケニル基、１－ドデケニル基、１－トリデケニル基、１－テトラ
デケニル基、１－ペンタデケニル基、１－ヘキサデケニル基が挙げられる。
【００１９】
　Ｒ１において、ハロゲン置換の炭素原子数２～３０のアルケニル基の具体例としては、
これらのアルケニル基が、フッ素原子、塩素原子、臭素原子又はヨウ素原子などのハロゲ
ン原子で置換されたものが例示される。
【００２０】
　Ｒ１における［置換されていてもよいアルキニル］の「アルキニル」としては、直鎖、
分枝鎖又は環状でもよく、例えば、炭素数２～３０の直鎖もしくは分枝鎖状のアルキニル
があげられる。炭素原子数２～３０のアルキニル基の具体例としては、エチニル基、１－
プロピニル基、１－ブチニル基、１－ペンチニル基、１－ヘキシニル基、１－ヘプチニル
基、１－オクチニル基、１－ノニニル基、１－デキニル基、１－ウンデキニル基、１－ド
デキニル基、１－トリデキニル基、１－テトラデキニル基、１－ペンタデキニル基、１－
ヘキサデキニル基、１－ヘプタデキニル基、１－オクタデキニル基、１－ノナデキニル基
、１－イコシニル基、１－ヘンイコシニル基、１－ドコシニル基、１－トリコシニル基、
１－テトラコシニル基、１－ペンタコシニル基、１－ヘキサコシニル基、１－ヘプタコシ
ニル基、１－オクタコシニル基、１－ノナコシニル基、及び１－トリアコンチニル基が例
示され、好ましくはエチニル基、１－プロピニル基、１－ブチニル基、１－ペンチニル基
、１－ヘキシニル基、１－ヘプチニル基、１－オクチニル基、１－ノニニル基、１－デキ
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ニル基、１－ウンデキニル基、１－ドデキニル基、１－トリデキニル基、１－テトラデキ
ニル基、１－ペンタデキニル基、１－ヘキサデキニル基、１－ヘプタデキニル基、１－オ
クタデキニル基、１－ノナデキニル基、１－イコシニル基が挙げられ、より好ましくはエ
チニル基、１－プロピニル基、１－ブチニル基、１－ペンチニル基、１－ヘキシニル基、
１－ヘプチニル基、１－オクチニル基、１－ノニニル基、１－デキニル基、１－ウンデキ
ニル基、１－ドデキニル基、１－トリデキニル基、１－テトラデキニル基、１－ペンタデ
キニル基、１－ヘキサデキニル基が挙げられる。
【００２１】
　Ｒ１において、ハロゲン置換の炭素原子数２～３０のアルキニル基の具体例としては、
これらのアルキニル基が、フッ素原子、塩素原子、臭素原子又はヨウ素原子などのハロゲ
ン原子で置換されたものが例示される。
【００２２】
　Ｒ１における［置換されていてもよいアルコキシ」の「アルコキシ」としては、直鎖、
分岐又は環状のいずれでもよく、例えば、炭素数が通常１～３０の直鎖もしくは分枝鎖状
のアルコキシがあげられる。その具体例としては、メトキシ基、エトキシ基、ｎ－プロポ
キシ基、イソプロポキシ基、ｎ－ブトキシ基、イソブトキシ基、ｔ－ブトキシ基、ｎ－ペ
ンチルオキシ基、ネオペンチルオキシ基、ｎ－ヘキシルオキシ基、ｎ－ヘプチルオキシ基
、ｎ－オクチルオキシ基、２－エチルヘキシルオキシ基、ノニルオキシ基、デシルオキシ
基、３，７－ジメチルオクチルオキシ基、ｎ－ウンデシルオキシ基、ｎ－ドデシルオキシ
基、ｎ－トリデシルオキシ基、ｎ－テトラデシルオキシ基、２－ｎ－ヘキシル－ｎ－オク
チルオキシ基、ｎ－ペンタデシルオキシ基、ｎ－ヘキサデシルオキシ基、ｎ－ヘプタデシ
ルオキシ基、ｎ－オクタデシルオキシ基、ｎ－ノナデシルオキシ基、ｎ－イコシルオキシ
基、ｎ－ヘンイコシルオキシ基、ｎ－ドコシルオキシ基、ｎ－トリコシルオキシ基、ｎ－
テトラコシルオキシ基、ｎ－ペンタコシルオキシ基、ｎ－ヘキサコシルオキシ基、ｎ－ヘ
プタコシルオキシ基、ｎ－オクタコシルオキシ基、ｎ－ノナコシルオキシ基、ｎ－トリア
コンチルオキシ基などが例示され、好ましくはエトキシ基、ｎ－プロポキシ基、イソプロ
ポキシ基、ｎ－ブトキシ基、イソブトキシ基、ｔ－ブトキシ基、ｎ－ペンチルオキシ基、
ｎ－ヘキシルオキシ基、ｎ－ヘプチルオキシ基、ｎ－オクチルオキシ基、２－エチルヘキ
シルオキシ基、ノニルオキシ基、デシルオキシ基、３，７－ジメチルオクチルオキシ基、
ｎ－ウンデシルオキシ基、ｎ－ドデシルオキシ基、ｎ－トリデシルオキシ基、ｎ－テトラ
デシルオキシ基、ｎ－ペンタデシルオキシ基、ｎ－ヘキサデシルオキシ基、ｎ－ヘプタデ
シルオキシ基、ｎ－オクタデシルオキシ基、ｎ－ノナデシルオキシ基、ｎ－イコシルオキ
シ基が挙げられ、より好ましくはエトキシ基、ｎ－プロポキシ基、ｎ－ブトキシ基、ｎ－
ペンチルオキシ基、ｎ－ヘキシルオキシ基、ｎ－ヘプチルオキシ基、ｎ－オクチルオキシ
基、２－エチルヘキシルオキシ基、ノニルオキシ基、デシルオキシ基、３，７－ジメチル
オクチルオキシ基、ｎ－ウンデシルオキシ基、ｎ－ドデシルオキシ基、ｎ－トリデシルオ
キシ基、ｎ－テトラデシルオキシ基、ｎ－ペンタデシルオキシ基、ｎ－ヘキサデシルオキ
シ基が挙げられる。
【００２３】
　Ｒ１において、ハロゲン置換の炭素原子数１～３０のアルコキシ基の具体例としては、
これらのアルキル基が、フッ素原子、塩素原子、臭素原子又はヨウ素原子などのハロゲン
原子で置換されたものが例示される。
【００２４】
　Ｒ１における［置換されていてもよいアルキルチオ」の「アルキルチオ」としては、直
鎖、分岐鎖又は環状のいずれでもよく、例えば、炭素数が通常１～３０の直鎖もしくは分
枝鎖状のアルキルチオがあげられる。その具体例としては、メチルチオ基、エチルチオ基
、ｎ－プロピルチオ基、イソプロピルチオ基、ｎ－ブチルチオ基、イソブチルチオ基、ｓ
－ブチルチオ基、ｔ－ブチルチオ基、ｎ－ペンチルチオ基、シクロペンチルチオ基、ｎ－
ヘキシルチオ基、シクロヘキシルチオ基、ｎ－ヘプチルチオ基、シクロヘプチルチオ基、
ｎ－オクチルチオ基、シクロオクチルチオ基、２－エチル－ｎ－ヘキシルチオ基、ｎ－ノ
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ニルチオ基、ｎ－デシルチオ基、ｎ－ウンデシルチオ基、ｎ－ドデシルチオ基、ｎ－トリ
デシルチオ基、ｎ－テトラデシルチオ基、２－ｎ－ヘキシル－ｎ－オクチルチオ基、ｎ－
ペンタデシルチオ基、ｎ－ヘキサデシルチオ基、ｎ－ヘプタデシルチオ基、ｎ－オクタデ
シルチオ基、ｎ－ノナデシルチオ基、ｎ－イコシルチオ基、ｎ－ヘンイコシルチオ基、ｎ
－ドコシルチオ基、ｎ－トリコシルチオ基、ｎ－テトラコシルチオ基、ｎ－ペンタコシル
チオ基、ｎ－ヘキサコシルチオ基、ｎ－ヘプタコシルチオ基、ｎ－オクタコシルチオ基、
ｎ－ノナコシルチオ基、及びｎ－トリアコンチルチオ基などが例示され、好ましくはエチ
ルチオ基、ｎ－プロピルチオ基、イソプロピルチオ基、ｎ－ブチルチオ基、イソブチルチ
オ基、ｓ－ブチルチオ基、ｔ－ブチルチオ基、ｎ－ペンチルチオ基、ｎ－ヘキシルチオ基
、シクロヘキシルチオ基、ｎ－ヘプチルチオ基、シクロヘプチルチオ基、ｎ－オクチルチ
オ基、シクロオクチルチオ基、２－エチル－ｎ－ヘキシルチオ基、ｎ－ノニルチオ基、ｎ
－デシルチオ基、ｎ－ウンデシルチオ基、ｎ－ドデシルチオ基、ｎ－トリデシルチオ基、
ｎ－テトラデシルチオ基、２－ｎ－ヘキシル－ｎ－オクチルチオ基、ｎ－ペンタデシルチ
オ基、ｎ－ヘキサデシルチオ基、ｎ－ヘプタデシルチオ基、ｎ－オクタデシルチオ基、ｎ
－ノナデシルチオ基、ｎ－イコシルチオ基が挙げられ、より好ましくはエチルチオ基、ｎ
－プロピルチオ基、ｎ－ブチルチオ基、ｎ－ペンチルチオ基、ｎ－ヘキシルチオ基、シク
ロヘキシルチオ基、ｎ－ヘプチルチオ基、シクロヘプチルチオ基、ｎ－オクチルチオ基、
シクロオクチルチオ基、２－エチル－ｎ－ヘキシルチオ基、ｎ－ノニルチオ基、ｎ－デシ
ルチオ基、ｎ－ウンデシルチオ基、ｎ－ドデシルチオ基、ｎ－トリデシルチオ基、ｎ－テ
トラデシルチオ基、２－ｎ－ヘキシル－ｎ－オクチルチオ基、ｎ－ペンタデシルチオ基、
ｎ－ヘキサデシルチオ基が挙げられる。
【００２５】
　Ｒ１において、ハロゲン置換の炭素原子数１～３０のアルキルチオ基の具体例としては
、これらのアルキル基が、フッ素原子、塩素原子、臭素原子又はヨウ素原子などのハロゲ
ン原子で置換されたものが例示される。
【００２６】
　Ｒ１において、「置換されていてもよいアリール」の「アリール」としては、炭素原子
数６～３０のアリール基である。置換されていてもよいアリールの具体例としては、フェ
ニル基、２－トリル基、３－トリル基、４－トリル基、２，３－キシリル基、２，４－キ
シリル基、２，５－キシリル基、２，６－キシリル基、３，４－キシリル基、３，５－キ
シリル基、２，３，４－トリメチルフェニル基、２，３，５－トリメチルフェニル基、２
，３，６－トリメチルフェニル基、２，４，６－トリメチルフェニル基、３，４，５－ト
リメチルフェニル基、２，３，４，５－テトラメチルフェニル基、２，３，４，６－テト
ラメチルフェニル基、２，３，５，６－テトラメチルフェニル基、ペンタメチルフェニル
基、４－エチルフェニル基、４－ｎ－プロピルフェニル基、４－イソプロピルフェニル基
、４－ｎ－ブチルフェニル基、４－ｓ－ブチルフェニル基、４－ｔ－ブチルフェニル基、
４－ｎ－ペンチルフェニル基、４－ネオペンチルフェニル基、４－ｎ－ヘキシルフェニル
基、４－ｎ－ヘプチルフェニル基、４－ｎ－オクチルフェニル基、４－（２’－エチルヘ
キシル）フェニル基、４－ｎ－デシルフェニル基、４－ｎ－ウンデシルフェニル基、４－
ｎ－ドデシルフェニル基、４－ｎ－トリデシルフェニル、４－ｎ－テトラデシルフェニル
基、４－（２’－ヘキシルオクチル）フェニル基、４－ｎ－ペンタデシルフェニル基、４
－ｎ－ヘキサデシルフェニル基、４－ｎ－ヘプタデシルフェニル基、４－ｎ－オクタデシ
ルフェニル基、４－ｎ－ノナデシルフェニル基、４－ｎ－イコシルフェニル基、４－メト
キシフェニル基、４－エトキシフェニル基、４－ｎ－プロポキシフェニル基、４－ｎ－ブ
トキシ基、４－ｎ－ペンチルオキシフェニル基、４－ｎ－ヘキシルオキシフェニル基、４
－ｎ－ヘプチルオキシフェニル基、４－ｎ－オクチルオキシフェニル基、４－（２’－エ
チルヘキシル）オキシフェニル基、４－ノニルオキシフェニル基、４－デシルオキシフェ
ニル基、４－ｎ－ウンデシルオキシフェニル基、４－ｎ－ドデシルオキシフェニル基、４
－ｎ－トリデシルオキシフェニル基、４－ｎ－テトラデシルオキシフェニル基、４－（２
’－ｎ－ヘキシル－ｎ－オクチルオキシ）フェニル基、４－ｎ－ペンタデシルオキシフェ
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ニル基、４－ｎ－ヘキサデシルオキシフェニル基、４－ｎ－ヘプタデシルオキシフェニル
基、４－ｎ－オクタデシルオキシフェニル基、４－ｎ－ノナデシルオキシフェニル基、４
－ｎ－イコシルオキシフェニル基、１－ナフチル基、２－ナフチル基、１－アントラセニ
ル基、２－アントラセニル基、９－アントラセニル基、１－フェナントリル基、２－フェ
ナントリル基、３－フェナントリル基、４－フェナントリル基、９－フェナントリル基、
２－フルオレニル基などが例示され、好ましくはフェニル基、４－ｎ－ヘキシルフェニル
基、４－ｎ－ヘプチルフェニル基、４－ｎ－オクチルフェニル基、４－（２’－エチルヘ
キシル）フェニル基、４－ｎ－デシルフェニル基、４－ｎ－ウンデシルフェニル基、４－
ｎ－ドデシルフェニル基、４－ｎ－テトラデシルフェニル基、４－（２’－ヘキシルオク
チル）フェニル基、４－ｎ－ペンタデシルフェニル基、４－ｎ－ヘキサデシルフェニル基
、４－ｎ－ヘキシルオキシフェニル基、４－ｎ－ヘプチルオキシフェニル基、４－ｎ－オ
クチルオキシフェニル基、４－（２’－エチルヘキシルオキシ）フェニル基、４－ノニル
オキシフェニル基、４－デシルオキシフェニル基、４－ｎ－ウンデシルオキシフェニル基
、４－ｎ－ドデシルオキシフェニル基、４－ｎ－トリデシルオキシフェニル基、４－ｎ－
テトラデシルオキシフェニル基、４－（２’－ｎ－ヘキシル－ｎ－オクチルオキシ）フェ
ニル基、４－ｎ－ペンタデシルオキシフェニル基、４－ｎ－ヘキサデシルオキシフェニル
基、２－ナフチル基、２－アントラセニル基、２－フルオレニル基が挙げられる。
【００２７】
　Ｒ１において、ハロゲン置換の炭素原子数６～３０のアリール基の具体例としては、こ
れらのアリール基が、フッ素原子、塩素原子、臭素原子又はヨウ素原子などのハロゲン原
子で置換されたものが例示される。
【００２８】
　Ｒ１における「置換されていてもよいアリールオキシ」の「アリールオキシ」としては
炭素原子数６～２０のアリールオキシ基が挙げられる。置換されていてもよいアリールオ
キシの具体例としては、フェノキシ基、２－メチルフェノキシ基、３－メチルフェノキシ
基、４－メチルフェノキシ基、２，３－ジメチルフェノキシ基、２，４－ジメチルフェノ
キシ基、２，５－ジメチルフェノキシ基、２，６－ジメチルフェノキシ基、３，４－ジメ
チルフェノキシ基、３，５－ジメチルフェノキシ基、２，３，４－トリメチルフェノキシ
基、２，３，５－トリメチルフェノキシ基、２，３，６－トリメチルフェノキシ基、２，
４，５－トリメチルフェノキシ基、２，４，６－トリメチルフェノキシ基、３，４，５－
トリメチルフェノキシ基、２，３，４，５－テトラメチルフェノキシ基、２，３，４，６
－テトラメチルフェノキシ基、２，３，５，６－テトラメチルフェノキシ基、ペンタメチ
ルフェノキシ基、４－エチルフェノキシ基、４－ｎ－プロピルフェノキシ基、４－イソプ
ロピルフェノキシ基、４－ｎ－ブチルフェノキシ基、４－ｓ－ブチルフェノキシ基、４－
ｔ－ブチルフェノキシ基、４－ｎ－ヘキシルフェノキシ基、４－ｎ－オクチルフェノキシ
基、４－ｎ－デシルフェノキシ基、４－ｎ－テトラデシルフェノキシ基、１－ナフトキシ
基、２－ナフトキシ基、１－アントラセノキシ基、２－アントラセノキシ基、９－アント
ラセノキシ基、１－フェナントリルオキシ基、２－フェナントリルオキシ基、３－フェナ
ントリルオキシ基、４－フェナントリルオキシ基、９－フェナントリルオキシ基、２－フ
ルオレニルオキシ基などが例示され、好ましくはフェノキシ基、４－メチルフェノキシ基
、４－ｎ－ヘキシルフェノキシ基、４－ｎ－オクチルフェノキシ基、４－ｎ－デシルフェ
ノキシ基、１－ナフトキシ基、２－ナフトキシ基、１－アントラセノキシ基、２－アント
ラセノキシ基、２－フルオレニルオキシ基が挙げられる。
【００２９】
　Ｒ１において、ハロゲン置換の炭素原子数６～２０のアリールオキシ基の具体例として
は、上記炭素原子数６～２０のアリールオキシ基がフッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨ
ウ素原子などのハロゲン原子で置換さ置換されたものが例示される。
【００３０】
　Ｒ１における「置換されていてもよいアリールチオ」の「アリールチオ」としては炭素
原子数６～３０のアリールチオ基が挙げられる。置換されていてもよいアリールチオの具
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体例としては、フェニルチオ基、２－メチルフェニルチオ基、３－メチルフェニルチオ基
、４－メチルフェニルチオ基、２，３－ジメチルフェニルチオ基、２，４－ジメチルフェ
ニルチオ基、２，５－ジメチルフェニルチオ基、２，６－ジメチルフェニルチオ基、３，
４－ジメチルフェニルチオ基、３，５－ジメチルフェニルチオ基、２，３，４－トリメチ
ルフェニルチオ基、２，３，５－トリメチルフェニルチオ基、２，３，６－トリメチルフ
ェニルチオ基、２，４，５－トリメチルフェニルチオ基、２，４，６－トリメチルフェニ
ルチオ基、３，４，５－トリメチルフェニルチオ基、２，３，４，５－テトラメチルフェ
ニルチオ基、２，３，４，６－テトラメチルフェニルチオ基、２，３，５，６－テトラメ
チルフェニルチオ基、ペンタメチルフェニルチオ基、４－エチルフェニルチオ基、４－ｎ
－プロピルフェニルチオ基、４－イソプロピルフェニルチオ基、４－ｎ－ブチルフェニル
チオ基、４－ｓ－ブチルフェニルチオ基、４－ｔ－ブチルフェニルチオ基、４－ｎ－ヘキ
シルフェニルチオ基、４－ｎ－オクチルフェニルチオ基、４－ｎ－デシルフェニルチオ基
、４－ｎ－テトラデシルフェニルチオ基、１－ナフチルチオ基、２－ナフチルチオ基、１
－アントラセニルチオ基、２－アントラセニルチオ基、１－フェナントリルチオ基、２－
フェナントリルチオ基、９－フェナントリルチオ基、３－フェナントリルチオ基、４－フ
ェナントリルチオ基、９－フェナントリルチオ基、２－フルオレニルチオ基などが例示さ
れ、好ましくはフェニルチオ基、４－メチルフェニルチオ基、４－ｎ－ヘキシルフェニル
チオ基、４－ｎ－オクチルフェニルチオ基、４－ｎ－デシルフェニルチオ基、１－ナフチ
ルチオ基、２－ナフチルチオ基、１－アントラセニルチオ基、２－アントラセニルチオ基
、２－フルオレニルチオ基が挙げられる。
【００３１】
　Ｒ１において、ハロゲン置換の炭素原子数６～３０のアリールチオ基の具体例としては
、上記炭素原子数６～３０のアリールチオ基がフッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素
原子などのハロゲン原子で置換されたものが例示される。
【００３２】
　Ｒ１における「置換されていてもよいアリールアルキル」の「アリールアルキル」とし
ては、炭素原子数７～５０のアリールアルキル基が挙げられ、例えば、アリールメチル、
アリールエチル、アリールプロピル、アリールブチル、アリールペンチル、アリールヘキ
シル、アリールヘプチル、アリールオクチルなどのアリールアルキル基が挙げられる。具
体例としては、ベンジル基、（２－メチルフェニル）メチル基、（３－メチルフェニル）
メチル基、（４－メチルフェニル）メチル基、（２，３－ジメチルフェニル）メチル基、
（２，４－ジメチルフェニル）メチル基、（２，５－ジメチルフェニル）メチル基、（２
，６－ジメチルフェニル）メチル基、（３，４－ジメチルフェニル）メチル基、（４，６
－ジメチルフェニル）メチル基、（２，３，４－トリメチルフェニル）メチル基、（２，
３，５－トリメチルフェニル）メチル基、（２，３，６－トリメチルフェニル）メチル基
、（３，４，５－トリメチルフェニル）メチル基、（２，４，６－トリメチルフェニル）
メチル基、（２，３，４，５－テトラメチルフェニル）メチル基、（２，３，４，６－テ
トラメチルフェニル）メチル基、（２，３，５，６－テトラメチルフェニル）メチル基、
（ペンタメチルフェニル）メチル基、（４－エチルフェニル）メチル基、（４－ｎ－プロ
ピルフェニル）メチル基、（４－イソプロピルフェニル）メチル基、（４－ｎ－ブチルフ
ェニル）メチル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）メチル基、（４－ｔ－ブチルフェニル）
メチル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル）メチル基、（４－ネオペンチルフェニル）メチ
ル基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）メチル基、（４－ｎ－オクチルフェニル）メチル基
、（４－ｎ－デシルフェニル）メチル基、（４－ｎ－デシルフェニル）メチル基、１－ナ
フチルメチル基、２－ナフチルメチル基、１－アントラセニルメチル基、２－アントラセ
ニルメチル基、９－アントラセニルメチル基、２－フルオレニルメチル基、フェニルエチ
ル基、（２－メチルフェニル）エチル基、（３－メチルフェニル）エチル基、（４－メチ
ルフェニル）エチル基、（２，３－ジメチルフェニル）エチル基、（２，４－ジメチルフ
ェニル）エチル基、（２，５－ジメチルフェニル）エチル基、（２，６－ジメチルフェニ
ル）エチル基、（３，４－ジメチルフェニル）エチル基、（４，６－ジメチルフェニル）
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エチル基、（２，３，４－トリメチルフェニル）エチル基、（２，３，５－トリメチルフ
ェニル）エチル基、（２，３，６－トリメチルフェニル）エチル基、（３，４，５－トリ
メチルフェニル）エチル基、（２，４，６－トリメチルフェニル）エチル基、（２，３，
４，５－テトラメチルフェニル）エチル基、（２，３，４，６－テトラメチルフェニル）
エチル基、（２，３，５，６－テトラメチルフェニル）エチル基、（ペンタメチルフェニ
ル）エチル基、（４－エチルフェニル）エチル基、（４－ｎ－プロピルフェニル）エチル
基、（４－イソプロピルフェニル）エチル基、（４－ｎ－ブチルフェニル）エチル基、（
４－ｓ－ブチルフェニル）エチル基、（４－ｔ－ブチルフェニル）エチル基、（４－ｎ－
ペンチルフェニル）エチル基、（４－ネオペンチルフェニル）エチル基、（４－ｎ－ヘキ
シルフェニル）エチル基、（４－ｎ－オクチルフェニル）エチル基、（４－ｎ－デシルフ
ェニル）エチル基、（４－ｎ－デシルフェニル）エチル基、１－ナフチルエチル基、２－
ナフチルエチル基、１－アントラセニルエチル基、２－アントラセニルエチル基、９－ア
ントラセニルエチル基、２－フルオレニルエチル基、フェニルプロピル基、（２－メチル
フェニル）プロピル基、（３－メチルフェニル）プロピル基、（４－メチルフェニル）プ
ロピル基、（２，３－ジメチルフェニル）プロピル基、（２，４－ジメチルフェニル）プ
ロピル基、（２，５－ジメチルフェニル）プロピル基、（２，６－ジメチルフェニル）プ
ロピル基、（３，４－ジメチルフェニル）プロピル基、（４，６－ジメチルフェニル）プ
ロピル基、（２，３，４－トリメチルフェニル）プロピル基、（２，３，５－トリメチル
フェニル）プロピル基、（２，３，６－トリメチルフェニル）プロピル基、（３，４，５
－トリメチルフェニル）プロピル基、（２，４，６－トリメチルフェニル）プロピル基、
（２，３，４，５－テトラメチルフェニル）プロピル基、（２，３，４，６－テトラメチ
ルフェニル）プロピル基、（２，３，５，６－テトラメチルフェニル）プロピル基、（ペ
ンタメチルフェニル）プロピル基、（４－エチルフェニル）プロピル基、（４－ｎ－プロ
ピルフェニル）プロピル基、（４－イソプロピルフェニル）プロピル基、（４－ｎ－ブチ
ルフェニル）プロピル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）プロピル基、（４－ｔ－ブチルフ
ェニル）プロピル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル）プロピル基、（４－ネオペンチルフ
ェニル）プロピル基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）プロピル基、（４－ｎ－オクチルフ
ェニル）プロピル基、（４－ｎ－デシルフェニル）プロピル基、（４－ｎ－デシルフェニ
ル）プロピル基、１－ナフチルプロピル基、２－ナフチルプロピル基、１－アントラセニ
ルプロピル基、２－アントラセニルプロピル基、９－アントラセニルプロピル基、２－フ
ルオレニルプロピル基、フェニルブチル基、（２－メチルフェニル）ブチル基、（３－メ
チルフェニル）ブチル基、（４－メチルフェニル）ブチル基、（２，３－ジメチルフェニ
ル）ブチル基、（２，４－ジメチルフェニル）ブチル基、（２，５－ジメチルフェニル）
ブチル基、（２，６－ジメチルフェニル）ブチル基、（３，４－ジメチルフェニル）ブチ
ル基、（４，６－ジメチルフェニル）ブチル基、（２，３，４－トリメチルフェニル）ブ
チル基、（２，３，５－トリメチルフェニル）ブチル基、（２，３，６－トリメチルフェ
ニル）ブチル基、（３，４，５－トリメチルフェニル）ブチル基、（２，４，６－トリメ
チルフェニル）ブチル基、（２，３，４，５－テトラメチルフェニル）ブチル基、（２，
３，４，６－テトラメチルフェニル）ブチル基、（２，３，５，６－テトラメチルフェニ
ル）ブチル基、（ペンタメチルフェニル）ブチル基、（４－エチルフェニル）ブチル基、
（４－ｎ－プロピルフェニル）ブチル基、（４－イソプロピルフェニル）ブチル基、（４
－ｎ－ブチルフェニル）ブチル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）ブチル基、（４－ｔ－ブ
チルフェニル）ブチル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル）ブチル基、（４－ネオペンチル
フェニル）ブチル基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）ブチル基、（４－ｎ－オクチルフェ
ニル）ブチル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ブチル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ブ
チル基、１－ナフチルブチル基、２－ナフチルブチル基、１－アントラセニルブチル基、
２－アントラセニルブチル基、９－アントラセニルブチル基、２－フルオレニルブチル基
、フェニルペンチル基、（２－メチルフェニル）ペンチル基、（３－メチルフェニル）ペ
ンチル基、（４－メチルフェニル）ペンチル基、（２，３－ジメチルフェニル）ペンチル
基、（２，４－ジメチルフェニル）ペンチル基、（２，５－ジメチルフェニル）ペンチル



(12) JP 5581596 B2 2014.9.3

10

20

30

40

50

基、（２，６－ジメチルフェニル）ペンチル基、（３，４－ジメチルフェニル）ペンチル
基、（４，６－ジメチルフェニル）ペンチル基、（２，３，４－トリメチルフェニル）ペ
ンチル基、（２，３，５－トリメチルフェニル）ペンチル基、（２，３，６－トリメチル
フェニル）ペンチル基、（３，４，５－トリメチルフェニル）ペンチル基、（２，４，６
－トリメチルフェニル）ペンチル基、（２，３，４，５－テトラメチルフェニル）ペンチ
ル基、（２，３，４，６－テトラメチルフェニル）ペンチル基、（２，３，５，６－テト
ラメチルフェニル）ペンチル基、（ペンタメチルフェニル）ペンチル基、（４－エチルフ
ェニル）ペンチル基、（４－ｎ－プロピルフェニル）ペンチル基、（４－イソプロピルフ
ェニル）ペンチル基、（４－ｎ－ブチルフェニル）ペンチル基、（４－ｓ－ブチルフェニ
ル）ペンチル基、（４－ｔ－ブチルフェニル）ペンチル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル
）ペンチル基、（４－ネオペンチルフェニル）ペンチル基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル
）ペンチル基、（４－ｎ－オクチルフェニル）ペンチル基、（４－ｎ－デシルフェニル）
ペンチル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ペンチル基、１－ナフチルペンチル基、２－ナ
フチルペンチル基、１－アントラセニルペンチル基、２－アントラセニルペンチル基、９
－アントラセニルペンチル基、２－フルオレニルペンチル基、フェニルヘキシル基、（２
－メチルフェニル）ヘキシル基、（３－メチルフェニル）ヘキシル基、（４－メチルフェ
ニル）ヘキシル基、（２，３－ジメチルフェニル）ヘキシル基、（２，４－ジメチルフェ
ニル）ヘキシル基、（２，５－ジメチルフェニル）ヘキシル基、（２，６－ジメチルフェ
ニル）ヘキシル基、（３，４－ジメチルフェニル）ヘキシル基、（４，６－ジメチルフェ
ニル）ヘキシル基、（２，３，４－トリメチルフェニル）ヘキシル基、（２，３，５－ト
リメチルフェニル）ヘキシル基、（２，３，６－トリメチルフェニル）ヘキシル基、（３
，４，５－トリメチルフェニル）ヘキシル基、（２，４，６－トリメチルフェニル）ヘキ
シル基、（２，３，４，５－テトラメチルフェニル）ヘキシル基、（２，３，４，６－テ
トラメチルフェニル）ヘキシル基、（２，３，５，６－テトラメチルフェニル）ヘキシル
基、（ペンタメチルフェニル）ヘキシル基、（４－エチルフェニル）ヘキシル基、（４－
ｎ－プロピルフェニル）ヘキシル基、（４－イソプロピルフェニル）ヘキシル基、（４－
ｎ－ブチルフェニル）ヘキシル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）ヘキシル基、（４－ｔ－
ブチルフェニル）ヘキシル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル）ヘキシル基、（４－ネオペ
ンチルフェニル）ヘキシル基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）ヘキシル基、（４－ｎ－オ
クチルフェニル）ヘキシル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ヘキシル基、（４－ｎ－デシ
ルフェニル）ヘキシル基、１－ナフチルヘキシル基、２－ナフチルヘキシル基、１－アン
トラセニルヘキシル基、２－アントラセニルヘキシル基、９－アントラセニルヘキシル基
、２－フルオレニルヘキシル基、フェニルヘプチル基、（２－メチルフェニル）ヘプチル
基、（３－メチルフェニル）ヘプチル基、（４－メチルフェニル）ヘプチル基、（２，３
－ジメチルフェニル）ヘプチル基、（２，４－ジメチルフェニル）ヘプチル基、（２，５
－ジメチルフェニル）ヘプチル基、（２，６－ジメチルフェニル）ヘプチル基、（３，４
－ジメチルフェニル）ヘプチル基、（４，６－ジメチルフェニル）ヘプチル基、（２，３
，４－トリメチルフェニル）ヘプチル基、（２，３，５－トリメチルフェニル）ヘプチル
基、（２，３，６－トリメチルフェニル）ヘプチル基、（３，４，５－トリメチルフェニ
ル）ヘプチル基、（２，４，６－トリメチルフェニル）ヘプチル基、（２，３，４，５－
テトラメチルフェニル）ヘプチル基、（２，３，４，６－テトラメチルフェニル）ヘプチ
ル基、（２，３，５，６－テトラメチルフェニル）ヘプチル基、（ペンタメチルフェニル
）ヘプチル基、（４－エチルフェニル）ヘプチル基、（４－ｎ－プロピルフェニル）ヘプ
チル基、（４－イソプロピルフェニル）ヘプチル基、（４－ｎ－ブチルフェニル）ヘプチ
ル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）ヘプチル基、（４－ｔ－ブチルフェニル）ヘプチル基
、（４－ｎ－ペンチルフェニル）ヘプチル基、（４－ネオペンチルフェニル）ヘプチル基
、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）ヘプチル基、（４－ｎ－オクチルフェニル）ヘプチル基
、（４－ｎ－デシルフェニル）ヘプチル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ヘプチル基、１
－ナフチルヘプチル基、２－ナフチルヘプチル基、１－アントラセニルヘプチル基、２－
アントラセニルヘプチル基、９－アントラセニルヘプチル基、２－フルオレニルヘプチル
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基、フェニルオクチル基、（２－メチルフェニル）オクチル基、（３－メチルフェニル）
オクチル基、（４－メチルフェニル）オクチル基、（２，３－ジメチルフェニル）オクチ
ル基、（２，４－ジメチルフェニル）オクチル基、（２，５－ジメチルフェニ
ル）オクチル基、（２，６－ジメチルフェニル）オクチル基、（３，４－ジメチルフェニ
ル）オクチル基、（４，６－ジメチルフェニル）オクチル基、（２，３，４－トリメチル
フェニル）オクチル基、（２，３，５－トリメチルフェニル）オクチル基、（２，３，６
－トリメチルフェニル）オクチル基、（３，４，５－トリメチルフェニル）オクチル基、
（２，４，６－トリメチルフェニル）オクチル基、（２，３，４，５－テトラメチルフェ
ニル）オクチル基、（２，３，４，６－テトラメチルフェニル）オクチル基、（２，３，
５，６－テトラメチルフェニル）オクチル基、（ペンタメチルフェニル）オクチル基、（
４－エチルフェニル）オクチル基、（４－ｎ－プロピルフェニル）オクチル基、（４－イ
ソプロピルフェニル）オクチル基、（４－ｎ－ブチルフェニル）オクチル基、（４－ｓ－
ブチルフェニル）オクチル基、（４－ｔ－ブチルフェニル）オクチル基、（４－ｎ－ペン
チルフェニル）オクチル基、（４－ネオペンチルフェニル）オクチル基、（４－ｎ－ヘキ
シルフェニル）オクチル基、（４－ｎ－オクチルフェニル）オクチル基、（４－ｎ－デシ
ルフェニル）オクチル基、（４－ｎ－デシルフェニル）オクチル基、１－ナフチルオクチ
ル基、２－ナフチルオクチル基、１－アントラセニルオクチル基、２－アントラセニルオ
クチル基、９－アントラセニルオクチル基、２－フルオレニルオクチル基などが例示され
、
　好ましくはベンジル基、１－ナフチルメチル基、２－ナフチルメチル基、１－アントラ
セニルメチル基、２－アントラセニルメチル基、９－アントラセニルメチル基、２－フル
オレニルメチル基、フェニルエチル基、１－ナフチルエチル基、２－ナフチルエチル基、
１－アントラセニルエチル基、２－アントラセニルエチル基、９－アントラセニルエチル
基、２－フルオレニルエチル基、フェニルプロピル基、１－ナフチルプロピル基、２－ナ
フチルプロピル基、１－アントラセニルプロピル基、２－アントラセニルプロピル基、９
－アントラセニルプロピル基、２－フルオレニルプロピル基、フェニルブチル基、１－ナ
フチルブチル基、２－ナフチルブチル基、１－アントラセニルブチル基、２－アントラセ
ニルブチル基、９－アントラセニルブチル基、２－フルオレニルブチル基、フェニルペン
チル基、１－ナフチルペンチル基、２－ナフチルペンチル基、１－アントラセニルペンチ
ル基、２－アントラセニルペンチル基、９－アントラセニルペンチル基、２－フルオレニ
ルペンチル基、フェニルヘキシル基、１－ナフチルヘキシル基、２－ナフチルヘキシル基
、１－アントラセニルヘキシル基、２－アントラセニルヘキシル基、９－アントラセニル
ヘキシル基、２－フルオレニルヘキシル基、フェニルヘプチル基、１－ナフチルヘプチル
基、２－ナフチルヘプチル基、１－アントラセニルヘプチル基、２－アントラセニルヘプ
チル基、９－アントラセニルヘプチル基、２－フルオレニルヘプチル基、フェニルオクチ
ル基、１－ナフチルオクチル基、２－ナフチルオクチル基、１－アントラセニルオクチル
基、２－アントラセニルオクチル基、９－アントラセニルオクチル基、２－フルオレニル
オクチル基が挙げられる。
【００３３】
　なお「アリールアルキル」の「アリール」としては、上記「置換されていてもよいアリ
ール」の炭素原子数６～３０からなるアリール基が挙げられ、また「アリールアルキル」
の「アルキル」としては、上記「置換されていてもよいアルキル」の炭素数１～３０の直
鎖、分枝鎖又は環状のアルキル基が挙げられる。
【００３４】
　Ｒ１においてハロゲン置換の炭素原子数７～５０のアリールアルキル基の具体例として
はこれらのアリールアルキル基が、フッ素原子、塩素原子、臭素原子又はヨウ素原子など
のハロゲン原子で置換されたものが例示される。
【００３５】
　Ｒ１における「置換されていてもよいアリールアルケニル」の「アリールアルケニル」
としては、炭素数８～５０のアリールアルケニルが挙げられ、例えば、アリールビニル、
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アリールプロペニル、アリールブテニル、アリールペンテニル、アリールヘキセニル、ア
リールヘプテニル、アリールオクチニルなどのアリールアルケニル基が挙げられる。
【００３６】
　具体的には、フェニルビニル基、（２－メチルフェニル）ビニル基、（３－メチルフェ
ニル）ビニル基、（４－メチルフェニル）ビニル基、（２，３－ジメチルフェニル）ビニ
ル基、（２，４－ジメチルフェニル）ビニル基、（２，５－ジメチルフェニル）ビニル基
、（２，６－ジメチルフェニル）ビニル基、（３，４－ジメチルフェニル）ビニル基、（
４，６－ジメチルフェニル）ビニル基、（２，３，４－トリメチルフェニル）ビニル基、
（２，３，５－トリメチルフェニル）ビニル基、（２，３，６－トリメチルフェニル）ビ
ニル基、（３，４，５－トリメチルフェニル）ビニル基、（２，４，６－トリメチルフェ
ニル）ビニル基、（２，３，４，５－テトラメチルフェニル）ビニル基、（２，３，４，
６－テトラメチルフェニル）ビニル基、（２，３，５，６－テトラメチルフェニル）ビニ
ル基、（ペンタメチルフェニル）ビニル基、（４－エチルフェニル）ビニル基、（４－ｎ
－プロピルフェニル）ビニル基、（４－イソプロピルフェニル）ビニル基、（４－ｎ－ブ
チルフェニル）ビニル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）ビニル基、（４－ｔ－ブチルフェ
ニル）ビニル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル）ビニル基、（４－ネオペンチルフェニル
）ビニル基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）ビニル基、（４－ｎ－オクチルフェニル）ビ
ニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ビニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ビニル基、
１－ナフチルビニル基、２－ナフチルビニル基、１－アントラセニルビニル基、２－アン
トラセニルビニル基、９－アントラセニルビニル基、２－フルオレニルビニル基、フェニ
ルプロペニル基、（２－メチルフェニル）プロペニル基、（３－メチルフェニル）プロペ
ニル基、（４－メチルフェニル）プロペニル基、（２，３－ジメチルフェニル）プロペニ
ル基、（２，４－ジメチルフェニル）プロペニル基、（２，５－ジメチルフェニル）プロ
ペニル基、（２，６－ジメチルフェニル）プロペニル基、（３，４－ジメチルフェニル）
プロペニル基、（４，６－ジメチルフェニル）プロペニル基、（２，３，４－トリメチル
フェニル）プロペニル基、（２，３，５－トリメチルフェニル）プロペニル基、（２，３
，６－トリメチルフェニル）プロペニル基、（３，４，５－トリメチルフェニル）プロペ
ニル基、（２，４，６－トリメチルフェニル）プロペニル基、（２，３，４，５－テトラ
メチルフェニル）プロペニル基、（２，３，４，６－テトラメチルフェニル）プロペニル
基、（２，３，５，６－テトラメチルフェニル）プロペニル基、（ペンタメチルフェニル
）プロペニル基、（４－エチルフェニル）プロペニル基、（４－ｎ－プロピルフェニル）
プロペニル基、（４－イソプロピルフェニル）プロペニル基、（４－ｎ－ブチルフェニル
）プロペニル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）プロペニル基、（４－ｔ－ブチルフェニル
）プロペニル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル）プロペニル基、（４－ネオペンチルフェ
ニル）プロペニル基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）プロペニル基、（４－ｎ－オクチル
フェニル）プロペニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）プロペニル基、（４－ｎ－デシル
フェニル）プロペニル基、１－ナフチルプロペニル基、２－ナフチルプロペニル基、１－
アントラセニルプロペニル基、２－アントラセニルプロペニル基、９－アントラセニルプ
ロペニル基、２－フルオレニルプロペニル基、フェニルブテニル基、（２－メチルフェニ
ル）ブテニル基、（３－メチルフェニル）ブテニル基、（４－メチルフェニル）ブテニル
基、（２，３－ジメチルフェニル）ブテニル基、（２，４－ジメチルフェニル）ブテニル
基、（２，５－ジメチルフェニル）ブテニル基、（２，６－ジメチルフェニル）ブテニル
基、（３，４－ジメチルフェニル）ブテニル基、（４，６－ジメチルフェニル）ブテニル
基、（２，３，４－トリメチルフェニル）ブテニル基、（２，３，５－トリメチルフェニ
ル）ブテニル基、（２，３，６－トリメチルフェニル）ブテニル基、（３，４，５－トリ
メチルフェニル）ブテニル基、（２，４，６－トリメチルフェニル）ブテニル基、（２，
３，４，５－テトラメチルフェニル）ブテニル基、（２，３，４，６－テトラメチルフェ
ニル）ブテニル基、（２，３，５，６－テトラメチルフェニル）ブテニル基、（ペンタメ
チルフェニル）ブテニル基、（４－エチルフェニル）ブテニル基、（４－ｎ－プロピルフ
ェニル）ブテニル基、（４－イソプロピルフェニル）ブテニル基、（４－ｎ－ブチルフェ
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ニル）ブテニル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）ブテニル基、（４－ｔ－ブチルフェニル
）ブテニル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル）ブテニル基、（４－ネオペンチルフェニル
）ブテニル基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）ブテニル基、（４－ｎ－オクチルフェニル
）ブテニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ブテニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ブ
テニル基、１－ナフチルブテニル基、２－ナフチルブテニル基、１－アントラセニルブテ
ニル基、２－アントラセニルブテニル基、９－アントラセニルブテニル基、２－フルオレ
ニルブテニル基、フェニルペンテニル基、（２－メチルフェニル）ペンテニル基、（３－
メチルフェニル）ペンテニル基、（４－メチルフェニル）ペンテニル基、（２，３－ジメ
チルフェニル）ペンテニル基、（２，４－ジメチルフェニル）ペンテニル基、（２，５－
ジメチルフェニル）ペンテニル基、（２，６－ジメチルフェニル）ペンテニル基、（３，
４－ジメチルフェニル）ペンテニル基、（４，６－ジメチルフェニル）ペンテニル基、（
２，３，４－トリメチルフェニル）ペンテニル基、（２，３，５－トリメチルフェニル）
ペンテニル基、（２，３，６－トリメチルフェニル）ペンテニル基、（３，４，５－トリ
メチルフェニル）ペンテニル基、（２，４，６－トリメチルフェニル）ペンテニル基、（
２，３，４，５－テトラメチルフェニル）ペンテニル基、（２，３，４，６－テトラメチ
ルフェニル）ペンテニル基、（２，３，５，６－テトラメチルフェニル）ペンテニル基、
（ペンタメチルフェニル）ペンテニル基、（４－エチルフェニル）ペンテニル基、（４－
ｎ－プロピルフェニル）ペンテニル基、（４－イソプロピルフェニル）ペンテニル基、（
４－ｎ－ブチルフェニル）ペンテニル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）ペンテニル基、（
４－ｔ－ブチルフェニル）ペンテニル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル）ペンテニル基、
（４－ネオペンチルフェニル）ペンテニル基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）ペンテニル
基、（４－ｎ－オクチルフェニル）ペンテニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ペンテニ
ル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ペンテニル基、１－ナフチルペンテニル基、２－ナフ
チルペンテニル基、１－アントラセニルペンテニル基、２－アントラセニルペンテニル基
、９－アントラセニルペンテニル基、２－フルオレニルペンテニル基、フェニルヘキセニ
ル基、（２－メチルフェニル）ヘキセニル基、（３－メチルフェニル）ヘキセニル基、（
４－メチルフェニル）ヘキセニル基、（２，３－ジメチルフェニル）ヘキセニル基、（２
，４－ジメチルフェニル）ヘキセニル基、（２，５－ジメチルフェニル）ヘキセニル基、
（２，６－ジメチルフェニル）ヘキセニル基、（３，４－ジメチルフェニル）ヘキセニル
基、（４，６－ジメチルフェニル）ヘキセニル基、（２，３，４－トリメチルフェニル）
ヘキセニル基、（２，３，５－トリメチルフェニル）ヘキセニル基、（２，３，６－トリ
メチルフェニル）ヘキセニル基、（３，４，５－トリメチルフェニル）ヘキセニル基、（
２，４，６－トリメチルフェニル）ヘキセニル基、（２，３，４，５－テトラメチルフェ
ニル）ヘキセニル基、（２，３，４，６－テトラメチルフェニル）ヘキセニル基、（２，
３，５，６－テトラメチルフェニル）ヘキセニル基、（ペンタメチルフェニル）ヘキセニ
ル基、（４－エチルフェニル）ヘキセニル基、（４－ｎ－プロピルフェニル）ヘキセニル
基、（４－イソプロピルフェニル）ヘキセニル基、（４－ｎ－ブチルフェニル）ヘキセニ
ル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）ヘキセニル基、（４－ｔ－ブチルフェニル）ヘキセニ
ル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル）ヘキセニル基、（４－ネオペンチルフェニル）ヘキ
セニル基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）ヘキセニル基、（４－ｎ－オクチルフェニル）
ヘキセニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ヘキセニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）
ヘキセニル基、１－ナフチルヘキセニル基、２－ナフチルヘキセニル基、１－アントラセ
ニルヘキセニル基、２－アントラセニルヘキセニル基、９－アントラセニルヘキセニル基
、２－フルオレニルヘキセニル基、フェニルヘプテニル基、（２－メチルフェニル）ヘプ
テニル基、（３－メチルフェニル）ヘプテニル基、（４－メチルフェニル）ヘプテニル基
、（２，３－ジメチルフェニル）ヘプテニル基、（２，４－ジメチルフェニル）ヘプテニ
ル基、（２，５－ジメチルフェニル）ヘプテニル基、（２，６－ジメチルフェニル）ヘプ
テニル基、（３，４－ジメチルフェニル）ヘプテニル基、（４，６－ジメチルフェニル）
ヘプテニル基、（２，３，４－トリメチルフェニル）ヘプテニル基、（２，３，５－トリ
メチルフェニル）ヘプテニル基、（２，３，６－トリメチルフェニル）ヘプテニル基、（
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３，４，５－トリメチルフェニル）ヘプテニル基、（２，４，６－トリメチルフェニル）
ヘプテニル基、（２，３，４，５－テトラメチルフェニル）ヘプテニル基、（２，３，４
，６－テトラメチルフェニル）ヘプテニル基、（２，３，５，６－テトラメチルフェニル
）ヘプテニル基、（ペンタメチルフェニル）ヘプテニル基、（４－エチルフェニル）ヘプ
テニル基、（４－ｎ－プロピルフェニル）ヘプテニル基、（４－イソプロピルフェニル）
ヘプテニル基、（４－ｎ－ブチルフェニル）ヘプテニル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）
ヘプテニル基、（４－ｔ－ブチルフェニル）ヘプテニル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル
）ヘプテニル基、（４－ネオペンチルフェニル）ヘプテニル基、（４－ｎ－ヘキシルフェ
ニル）ヘプテニル基、（４－ｎ－オクチルフェニル）ヘプテニル基、（４－ｎ－デシルフ
ェニル）ヘプテニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ヘプテニル基、１－ナフチルヘプテ
ニル基、２－ナフチルヘプテニル基、１－アントラセニルヘプテニル基、２－アントラセ
ニルヘプテニル基、９－アントラセニルヘプテニル基、２－フルオレニルヘプテニル基、
フェニルオクテニル基、（２－メチルフェニル）オクテニル基、（３－メチルフェニル）
オクテニル基、（４－メチルフェニル）オクテニル基、（２，３－ジメチルフェニル）オ
クテニル基、（２，４－ジメチルフェニル）オクテニル基、（２，５－ジメチルフェニル
）オクテニル基、（２，６－ジメチルフェニル）オクテニル基、（３，４－ジメチルフェ
ニル）オクテニル基、（４，６－ジメチルフェニル）オクテニル基、（２，３，４－トリ
メチルフェニル）オクテニル基、（２，３，５－トリメチルフェニル）オクテニル基、（
２，３，６－トリメチルフェニル）オクテニル基、（３，４，５－トリメチルフェニル）
オクテニル基、（２，４，６－トリメチルフェニル）オクテニル基、（２，３，４，５－
テトラメチルフェニル）オクテニル基、（２，３，４，６－テトラメチルフェニル）オク
テニル基、（２，３，５，６－テトラメチルフェニル）オクテニル基、（ペンタメチルフ
ェニル）オクテニル基、（４－エチルフェニル）オクテニル基、（４－ｎ－プロピルフェ
ニル）オクテニル基、（４－イソプロピルフェニル）オクテニル基、（４－ｎ－ブチルフ
ェニル）オクテニル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）オクテニル基、（４－ｔ－ブチルフ
ェニル）オクテニル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル）オクテニル基、（４－ネオペンチ
ルフェニル）オクテニル基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）オクテニル基、（４－ｎ－オ
クチルフェニル）オクテニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）オクテニル基、（４－ｎ－
デシルフェニル）オクテニル基、１－ナフチルオクテニル基、２－ナフチルオクテニル基
、１－アントラセニルオクテニル基、２－アントラセニルオクテニル基、９－アントラセ
ニルオクテニル基、２－フルオレニルオクテニル基、などが例示され、
　好ましくはフェニルビニル基、１－ナフチルビニル基、２－ナフチルビニル基、１－ア
ントラセニルビニル基、２－アントラセニルビニル基、９－アントラセニルビニル基、２
－フルオレニルビニル基、フェニルプロペニル基、１－ナフチルプロペニル基、２－ナフ
チルプロペニル基、１－アントラセニルプロペニル基、２－アントラセニルプロペニル基
、９－アントラセニルプロペニル基、２－フルオレニルプロペニル基、フェニルブテニル
基、１－ナフチルブテニル基、２－ナフチルブテニル基、１－アントラセニルブテニル基
、２－アントラセニルブテニル基、９－アントラセニルブテニル基、２－フルオレニルブ
テニル基、フェニルペンテニル基、１－ナフチルペンテニル基、２－ナフチルペンテニル
基、１－アントラセニルペンテニル基、２－アントラセニルペンテニル基、９－アントラ
セニルペンテニル基、２－フルオレニルペンテニル基、フェニルヘキセニル基、１－ナフ
チルヘキセニル基、２－ナフチルヘキセニル基、１－アントラセニルヘキセニル基、２－
アントラセニルヘキセニル基、９－アントラセニルヘキセニル基、２－フルオレニルヘキ
セニル基、フェニルヘプテニル基、１－ナフチルヘプテニル基、２－ナフチルヘプテニル
基、１－アントラセニルヘプテニル基、２－アントラセニルヘプテニル基、９－アントラ
セニルヘプテニル基、２－フルオレニルヘプテニル基、フェニルオクテニル基、１－ナフ
チルオクテニル基、２－ナフチルオクテニル基、１－アントラセニルオクテニル基、２－
アントラセニルオクテニル基、９－アントラセニルオクテニル基、２－フルオレニルオク
テニル基が挙げられる。
【００３７】
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　なお「アリールアルケニル」の「アリール」としては、上記「置換されていてもよいア
リール」の炭素原子数６～３０からなるアリール基が挙げられ、また「アリールアルケニ
ル」の「アルケニル」としては、上記「置換されていてもよいアルケニル」の炭素数２～
３０の直鎖、分枝鎖又は環状のアルケニル基が挙げられる。
【００３８】
　Ｒ１において、ハロゲン置換の炭素原子数８～５０のアリールアルケニル基の具体例と
してはこれらのアリールアルケニル基が、フッ素原子、塩素原子、臭素原子又はヨウ素原
子などのハロゲン原子で置換されたものが例示される。
【００３９】
　Ｒ１における「置換されていてもよいアリールアルキニル」の「アリールアルキニル」
としては、炭素数８～５０のアリールアルキニルが挙げられ、例えば、アリールエチニル
、アリールプロピニル、アリールブチニル、アリールペンチニル、アリールヘキシニル、
アリールへプチニル、アリールオクチニルなどのアリールアルキニル基が挙げられる。
【００４０】
　具体的には、フェニルエチニル基、（２－メチルフェニル）エチニル基、（３－メチル
フェニル）エチニル基、（４－メチルフェニル）エチニル基、（２，３－ジメチルフェニ
ル）エチニル基、（２，４－ジメチルフェニル）エチニル基、（２，５－ジメチルフェニ
ル）エチニル基、（２，６－ジメチルフェニル）エチニル基、（３，４－ジメチルフェニ
ル）エチニル基、（４，６－ジメチルフェニル）エチニル基、（２，３，４－トリメチル
フェニル）エチニル基、（２，３，５－トリメチルフェニル）エチニル基、（２，３，６
－トリメチルフェニル）エチニル基、（３，４，５－トリメチルフェニル）エチニル基、
（２，４，６－トリメチルフェニル）エチニル基、（２，３，４，５－テトラメチルフェ
ニル）エチニル基、（２，３，４，６－テトラメチルフェニル）エチニル基、（２，３，
５，６－テトラメチルフェニル）エチニル基、（ペンタメチルフェニル）エチニル基、（
４－エチルフェニル）エチニル基、（４－ｎ－プロピルフェニル）エチニル基、（４－イ
ソプロピルフェニル）エチニル基、（４－ｎ－ブチルフェニル）エチニル基、（４－ｓ－
ブチルフェニル）エチニル基、（４－ｔ－ブチルフェニル）エチニル基、（４－ｎ－ペン
チルフェニル）エチニル基、（４－ネオペンチルフェニル）エチニル基、（４－ｎ－ヘキ
シルフェニル）エチニル基、（４－ｎ－オクチルフェニル）エチニル基、（４－ｎ－デシ
ルフェニル）エチニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）エチニル基、１－ナフチルエチニ
ル基、２－ナフチルエチニル基、１－アントラセニルエチニル基、２－アントラセニルエ
チニル基、９－アントラセニルエチニル基、２－フルオレニルエチニル基、フェニルプロ
ピニル基、（２－メチルフェニル）プロピニル基、（３－メチルフェニル）プロピニル基
、（４－メチルフェニル）プロピニル基、（２，３－ジメチルフェニル）プロピニル基、
（２，４－ジメチルフェニル）プロピニル基、（２，５－ジメチルフェニル）プロピニル
基、（２，６－ジメチルフェニル）プロピニル基、（３，４－ジメチルフェニル）プロピ
ニル基、（４，６－ジメチルフェニル）プロピニル基、（２，３，４－トリメチルフェニ
ル）プロピニル基、（２，３，５－トリメチルフェニル）プロピニル基、（２，３，６－
トリメチルフェニル）プロピニル基、（３，４，５－トリメチルフェニル）プロピニル基
、（２，４，６－トリメチルフェニル）プロピニル基、（２，３，４，５－テトラメチル
フェニル）プロピニル基、（２，３，４，６－テトラメチルフェニル）プロピニル基、（
２，３，５，６－テトラメチルフェニル）プロピニル基、（ペンタメチルフェニル）プロ
ピニル基、（４－エチルフェニル）プロピニル基、（４－ｎ－プロピルフェニル）プロピ
ニル基、（４－イソプロピルフェニル）プロピニル基、（４－ｎ－ブチルフェニル）プロ
ピニル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）プロピニル基、（４－ｔ－ブチルフェニル）プロ
ピニル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル）プロピニル基、（４－ネオペンチルフェニル）
プロピニル基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）プロピニル基、（４－ｎ－オクチルフェニ
ル）プロピニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）プロピニル基、（４－ｎ－デシルフェニ
ル）プロピニル基、１－ナフチルプロピニル基、２－ナフチルプロピニル基、１－アント
ラセニルプロピニル基、２－アントラセニルプロピニル基、９－アントラセニルプロピニ
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ル基、２－フルオレニルプロピニル基、フェニルブチニル基、（２－メチルフェニル）ブ
チニル基、（３－メチルフェニル）ブチニル基、（４－メチルフェニル）ブチニル基、（
２，３－ジメチルフェニル）ブチニル基、（２，４－ジメチルフェニル）ブチニル基、（
２，５－ジメチルフェニル）ブチニル基、（２，６－ジメチルフェニル）ブチニル基、（
３，４－ジメチルフェニル）ブチニル基、（４，６－ジメチルフェニル）ブチニル基、（
２，３，４－トリメチルフェニル）ブチニル基、（２，３，５－トリメチルフェニル）ブ
チニル基、（２，３，６－トリメチルフェニル）ブチニル基、（３，４，５－トリメチル
フェニル）ブチニル基、（２，４，６－トリメチルフェニル）ブチニル基、（２，３，４
，５－テトラメチルフェニル）ブチニル基、（２，３，４，６－テトラメチルフェニル）
ブチニル基、（２，３，５，６－テトラメチルフェニル）ブチニル基、（ペンタメチルフ
ェニル）ブチニル基、（４－エチルフェニル）ブチニル基、（４－ｎ－プロピルフェニル
）ブチニル基、（４－イソプロピルフェニル）ブチニル基、（４－ｎ－ブチルフェニル）
ブチニル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）ブチニル基、（４－ｔ－ブチルフェニル）ブチ
ニル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル）ブチニル基、（４－ネオペンチルフェニル）ブチ
ニル基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）ブチニル基、（４－ｎ－オクチルフェニル）ブチ
ニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ブチニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ブチニル
基、１－ナフチルブチニル基、２－ナフチルブチニル基、１－アントラセニルブチニル基
、２－アントラセニルブチニル基、９－アントラセニルブチニル基、２－フルオレニルブ
チニル基、フェニルペンチニル基、（２－メチルフェニル）ペンチニル基、（３－メチル
フェニル）ペンチニル基、（４－メチルフェニル）ペンチニル基、（２，３－ジメチルフ
ェニル）ペンチニル基、（２，４－ジメチルフェニル）ペンチニル基、（２，５－ジメチ
ルフェニル）ペンチニル基、（２，６－ジメチルフェニル）ペンチニル基、（３，４－ジ
メチルフェニル）ペンチニル基、（４，６－ジメチルフェニル）ペンチニル基、（２，３
，４－トリメチルフェニル）ペンチニル基、（２，３，５－トリメチルフェニル）ペンチ
ニル基、（２，３，６－トリメチルフェニル）ペンチニル基、（３，４，５－トリメチル
フェニル）ペンチニル基、（２，４，６－トリメチルフェニル）ペンチニル基、（２，３
，４，５－テトラメチルフェニル）ペンチニル基、（２，３，４，６－テトラメチルフェ
ニル）ペンチニル基、（２，３，５，６－テトラメチルフェニル）ペンチニル基、（ペン
タメチルフェニル）ペンチニル基、（４－エチルフェニル）ペンチニル基、（４－ｎ－プ
ロピルフェニル）ペンチニル基、（４－イソプロピルフェニル）ペンチニル基、（４－ｎ
－ブチルフェニル）ペンチニル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）ペンチニル基、（４－ｔ
－ブチルフェニル）ペンチニル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル）ペンチニル基、（４－
ネオペンチルフェニル）ペンチニル基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）ペンチニル基、（
４－ｎ－オクチルフェニル）ペンチニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ペンチニル基、
（４－ｎ－デシルフェニル）ペンチニル基、１－ナフチルペンチニル基、２－ナフチルペ
ンチニル基、１－アントラセニルペンチニル基、２－アントラセニルペンチニル基、９－
アントラセニルペンチニル基、２－フルオレニルペンチニル基、フェニルヘキシニル基、
（２－メチルフェニル）ヘキシニル基、（３－メチルフェニル）ヘキシニル基、（４－メ
チルフェニル）ヘキシニル基、（２，３－ジメチルフェニル）ヘキシニル基、（２，４－
ジメチルフェニル）ヘキシニル基、（２，５－ジメチルフェニル）ヘキシニル基、（２，
６－ジメチルフェニル）ヘキシニル基、（３，４－ジメチルフェニル）ヘキシニル基、（
４，６－ジメチルフェニル）ヘキシニル基、（２，３，４－トリメチルフェニル）ヘキシ
ニル基、（２，３，５－トリメチルフェニル）ヘキシニル基、（２，３，６－トリメチル
フェニル）ヘキシニル基、（３，４，５－トリメチルフェニル）ヘキシニル基、（２，４
，６－トリメチルフェニル）ヘキシニル基、（２，３，４，５－テトラメチルフェニル）
ヘキシニル基、（２，３，４，６－テトラメチルフェニル）ヘキシニル基、（２，３，５
，６－テトラメチルフェニル）ヘキシニル基、（ペンタメチルフェニル）ヘキシニル基、
（４－エチルフェニル）ヘキシニル基、（４－ｎ－プロピルフェニル）ヘキシニル基、（
４－イソプロピルフェニル）ヘキシニル基、（４－ｎ－ブチルフェニル）ヘキシニル基、
（４－ｓ－ブチルフェニル）ヘキシニル基、（４－ｔ－ブチルフェニル）ヘキシニル基、
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（４－ｎ－ペンチルフェニル）ヘキシニル基、（４－ネオペンチルフェニル）ヘキシニル
基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）ヘキシニル基、（４－ｎ－オクチルフェニル）ヘキシ
ニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ヘキシニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）ヘキシ
ニル基、１－ナフチルヘキシニル基、２－ナフチルヘキシニル基、１－アントラセニルヘ
キシニル基、２－アントラセニルヘキシニル基、９－アントラセニルヘキシニル基、２－
フルオレニルヘキシニル基、フェニルへプチニル基、（２－メチルフェニル）へプチニル
基、（３－メチルフェニル）へプチニル基、（４－メチルフェニル）へプチニル基、（２
，３－ジメチルフェニル）へプチニル基、（２，４－ジメチルフェニル）へプチニル基、
（２，５－ジメチルフェニル）へプチニル基、（２，６－ジメチルフェニル）へプチニル
基、（３，４－ジメチルフェニル）へプチニル基、（４，６－ジメチルフェニル）へプチ
ニル基、（２，３，４－トリメチルフェニル）へプチニル基、（２，３，５－トリメチル
フェニル）へプチニル基、（２，３，６－トリメチルフェニル）へプチニル基、（３，４
，５－トリメチルフェニル）へプチニル基、（２，４，６－トリメチルフェニル）へプチ
ニル基、（２，３，４，５－テトラメチルフェニル）へプチニル基、（２，３，４，６－
テトラメチルフェニル）へプチニル基、（２，３，５，６－テトラメチルフェニル）へプ
チニル基、（ペンタメチルフェニル）へプチニル基、（４－エチルフェニル）へプチニル
基、（４－ｎ－プロピルフェニル）へプチニル基、（４－イソプロピルフェニル）へプチ
ニル基、（４－ｎ－ブチルフェニル）へプチニル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）へプチ
ニル基、（４－ｔ－ブチルフェニル）へプチニル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル）へプ
チニル基、（４－ネオペンチルフェニル）へプチニル基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）
へプチニル基、（４－ｎ－オクチルフェニル）へプチニル基、（４－ｎ－デシルフェニル
）へプチニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）へプチニル基、１－ナフチルへプチニル基
、２－ナフチルへプチニル基、１－アントラセニルへプチニル基、２－アントラセニルへ
プチニル基、９－アントラセニルへプチニル基、２－フルオレニルへプチニル基、フェニ
ルオクチニル基、（２－メチルフェニル）オクチニル基、（３－メチルフェニル）オクチ
ニル基、（４－メチルフェニル）オクチニル基、（２，３－ジメチルフェニル）オクチニ
ル基、（２，４－ジメチルフェニル）オクチニル基、（２，５－ジメチルフェニル）オク
チニル基、（２，６－ジメチルフェニル）オクチニル基、（３，４－ジメチルフェニル）
オクチニル基、（４，６－ジメチルフェニル）オクチニル基、（２，３，４－トリメチル
フェニル）オクチニル基、（２，３，５－トリメチルフェニル）オクチニル基、（２，３
，６－トリメチルフェニル）オクチニル基、（３，４，５－トリメチルフェニル）オクチ
ニル基、（２，４，６－トリメチルフェニル）オクチニル基、（２，３，４，５－テトラ
メチルフェニル）オクチニル基、（２，３，４，６－テトラメチルフェニル）オクチニル
基、（２，３，５，６－テトラメチルフェニル）オクチニル基、（ペンタメチルフェニル
）オクチニル基、（４－エチルフェニル）オクチニル基、（４－ｎ－プロピルフェニル）
オクチニル基、（４－イソプロピルフェニル）オクチニル基、（４－ｎ－ブチルフェニル
）オクチニル基、（４－ｓ－ブチルフェニル）オクチニル基、（４－ｔ－ブチルフェニル
）オクチニル基、（４－ｎ－ペンチルフェニル）オクチニル基、（４－ネオペンチルフェ
ニル）オクチニル基、（４－ｎ－ヘキシルフェニル）オクチニル基、（４－ｎ－オクチル
フェニル）オクチニル基、（４－ｎ－デシルフェニル）オクチニル基、（４－ｎ－デシル
フェニル）オクチニル基、１－ナフチルオクチニル基、２－ナフチルオクチニル基、１－
アントラセニルオクチニル基、２－アントラセニルオクチニル基、９－アントラセニルオ
ク
チニル基、２－フルオレニルオクチニル基、などが例示され、
　好ましくはフェニルエチニル基、１－ナフチルエチニル基、２－ナフチルエチニル基、
１－アントラセニルエチニル基、２－アントラセニルエチニル基、９－アントラセニルエ
チニル基、２－フルオレニルエチニル基、フェニルプロピニル基、１－ナフチルプロピニ
ル基、２－ナフチルプロピニル基、１－アントラセニルプロピニル基、２－アントラセニ
ルプロピニル基、９－アントラセニルプロピニル基、２－フルオレニルプロピニル基、フ
ェニルブチニル基、１－ナフチルブチニル基、２－ナフチルブチニル基、１－アントラセ
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ニルブチニル基、２－アントラセニルブチニル基、９－アントラセニルブチニル基、２－
フルオレニルブチニル基、フェニルペンチニル基、１－ナフチルペンチニル基、２－ナフ
チルペンチニル基、１－アントラセニルペンチニル基、２－アントラセニルペンチニル基
、９－アントラセニルペンチニル基、２－フルオレニルペンチニル基、フェニルヘキシニ
ル基、１－ナフチルヘキシニル基、２－ナフチルヘキシニル基、１－アントラセニルヘキ
シニル基、２－アントラセニルヘキシニル基、９－アントラセニルヘキシニル基、２－フ
ルオレニルヘキシニル基、フェニルヘプチニル基、１－ナフチルヘプチニル基、２－ナフ
チルヘプチニル基、１－アントラセニルヘプチニル基、２－アントラセニルヘプチニル基
、９－アントラセニルヘプチニル基、２－フルオレニルへプチニル基、フェニルオクチニ
ル基、１－ナフチルオクチニル基、２－ナフチルオクチニル基、１－アントラセニルオク
チニル基、２－アントラセニルオクチニル基、９－アントラセニルオクチニル基、２－フ
ルオレニルオクチニル基、が挙げられる。
【００４１】
　なお「アリールアルキニル」の「アリール」としては、上記「置換されていてもよいア
リール」の炭素原子数６～３０からなるアリール基が挙げられ、また「アリールアルキニ
ル」の「アルキニル」としては、上記「置換されていてもよいアルキニル」の炭素数２～
３０の直鎖、分枝鎖又は環状のアルキニル基が挙げられる。
【００４２】
　Ｒ１において、ハロゲン置換の炭素原子数８～５０のアリールアルキニル基の具体例と
してはこれらのアリールアルキニル基が、フッ素原子、塩素原子、臭素原子又はヨウ素原
子などのハロゲン原子で置換されたものが例示される。
【００４３】
　Ｒ１における「置換されていてもよいボリル」の「ボリル」として、具体的には、ジフ
ェニルボリル、２－ジトリルボリル、３－ジトリルボリル、４－ジトリルボリル、ジメシ
チルボリル、１－ジアントリルボリル、２－ジアントリルボリルなどのジアリールボリル
基があげられる。
【００４４】
　Ｒ１における「置換されていてもよいアミノ」の「アミノ」としては、２つの炭化水素
基で置換されたアミノ基であって、ここで炭化水素基としては、例えば、メチル基、エチ
ル基、ｎ－プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、ｓ－ブチル基、ｔ－ブチル基、
イソブチル基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基、シクロヘキシル基などの炭素原子数１
～３０のアルキル基、フェニル基などのアリール基などが例示され、これらの置換基は互
いに結合して環を形成していてもよい。かかる炭素原子数１～３０の炭化水素基で置換さ
れたアミノ基としては、例えば、ジメチルアミノ基、ジエチルアミノ基、ジ－ｎ－プロピ
ルアミノ基、ジイソプロピルアミノ基、ジ－ｎ－ブチルアミノ基、ジ－ｓ－ブチルアミノ
基、ジ－ｔ－ブチルアミノ基、ジ－イソブチルアミノ基、ｔ－ブチルイソプロピルアミノ
基、ジ－ｎ－ヘキシルアミノ基、ジ－ｎ－オクチルアミノ基、ジ－ｎ－デシルアミノ基、
ジフェニルアミノ基、ビストリメチルシリルアミノ基、ビス－ｔ－ブチルジメチルシリル
アミノ基、ピロリル基、ピロリジニル基、ピペリジニル基、カルバゾリル基、ジヒドロイ
ンドリル基、ジヒドロイソインドリル基などが例示され、好ましくはジメチルアミノ基、
ジエチルアミノ基、ジフェニルアミノ基，ピロリジニル基、ピペリジニル基等が挙げられ
る。これらの置換アミノ基を構成する炭化水素基としては、上記のような炭化水素基のほ
かにフッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子などのハロゲン原子で置換された炭化
水素基が例示される。
【００４５】
　Ｒ１における「置換されていてもよいシリル基」で、炭化水素基で置換されたシリル基
の炭化水素基としては、例えば、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イソプロピル基
、ｎ－ブチル基、ｓ－ブチル基、ｔ－ブチル基、イソブチル基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘ
キシル基、シクロヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、ｎ－オクチル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デ
シル基などの炭素原子数１～３０のアルキル基、フェニル基などのアリール基などが例示
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される。かかる炭素原子数１～３０の炭化水素で置換されたシリル基の具体例としては、
メチルシリル基、エチルシリル基、フェニルシリル基などの炭素原子数１～３０の一置換
シリル基、ジメチルシリル基、ジエチルシリル基、ジフェニルシリル基などの炭素原子数
１～３０の炭化水素基で置換された二置換シリル基、トリメチルシリル基、トリエチルシ
リル基、トリ－ｎ－プロピルシリル基、トリイソプロピルシリル基、トリ－ｎ－ブチルシ
リル基、トリ－ｓ－ブチルシリル基、トリ－ｔ－ブチルシリル基、トリ－イソブチルシリ
ル基、ｔ－ブチル－ジメチルシリル基、トリ－ｎ－ペンチルシリル基、トリ－ｎ－ヘキシ
ルシリル基、トリシクロヘキシルシリル基、トリフェニルシリル基などの炭素原子数１～
３０の炭化水素基で置換された三置換シリル基などが例示され、好ましくはトリメチルシ
リル基、ｔ－ブチルジメチルシリル基、トリフェニルシリル基が挙げられる。これらの置
換シリル基を構成する炭化水素基としては、上記のような炭化水素基のほかにフッ素原子
、塩素原子、臭素原子又はヨウ素原子などのハロゲン原子で置換された炭化水素基が例示
される。
【００４６】
　Ｒ１における「置換されていてもよいシリルオキシ」としては、トリアルキルシリルオ
キシ（例えば、トリメチルシリルオキシ、トリエチルシリルオキシ、トリイソプロピルシ
リルオキシ、ジエチルイソプロピルシリルオキシ、ジメチルイソプロピルシリルオキシ、
ジ－ｔ－ブチルメチルシリルオキシ、イソプロピルジメチルシリルオキシ、ｔ－ブチルジ
メチルシリルオキシ、テキシルジメチルシリルオキシなどがあげられる）、トリアルキル
アリールシリルオキシ（例えば、ジフェニルメチルシリルオキシ、ｔ－ブチルジフェニル
シリルオキシ、ｔ－ブチルジメトキシフェニルシリルオキシ、トリフェニルシリルオキシ
など等があげられる）などがあげられる。
【００４７】
　Ｒ１における「置換されていてもよいアリールスルフォニルオキシ」としては、ベンゼ
ンスルフォニルオキシ、ｐ－トルエンスルフォニルオキシ、メシチレンスルフォニルオキ
シ、ナフタレンスルフォニルオキシなどがあげられる。
【００４８】
　Ｒ１における「置換されていてもよいアルキルスルフォニルオキシ」としては、メタン
スルフォニルオキシ、エタンスルフォニルオキシ、ブタンスルフォニルオキシ、オクタン
スルフォニルオキシ、トリフルオロメタンスルフォニルオキシなどがあげられる。
【００４９】
　Ｒ１における「置換されていてもよいヘテロアリール」の「ヘテロアリール」としては
、例えば環構成原子として炭素原子以外に酸素原子、硫黄原子、窒素原子、セレン原子、
テルル原子から選ばれるヘテロ原子を１ないし５個含有する複素環基などがあげられる。
具体的には、フリル、ベンゾ［ｂ］フリル、フラノ［３，２－ｂ］フリル、フラノ［３，
２－ｂ］フラノ［２’，３’－ｄ］フリル、ジベンゾフリル、チエニル、ベンゾ［ｂ］チ
エニル、チエノ［３，２－ｂ］チエニル、チエノ［３，２－ｂ］チエノ［２’，３’－ｄ
］チエニル、ジベンゾチエニル、ピロリル、セレネニル、テルレニル、オキサゾリル、イ
ソオキサゾリル、チアゾリル、イソチアゾリル、イミダゾリル、ピラゾリル、オキサジア
ゾリル、フラザニル、チアジアゾリル、トリアゾリル、テトラゾリル、ピリジル、ピリミ
ジニル、ピリダジニル、ピラジニル、トリアジニル、ベンゾフラニル、イソベンゾフラニ
ル、インドリル、イソインドリル、１Ｈ－インダゾリル、ベンズイミダゾリル、ベンゾオ
キサゾリル、ベンゾチアゾリル、１Ｈ－ベンゾトリアゾリル、キノリル、イソキノリル、
シンノリル、キナゾリル、キノキサリニル、フタラジニル、ナフチリジニル、プリニル、
プテリジニル、カルバゾリル、アクリジニル、フェノキサジニル、フェノチアジニル、フ
ェナジニル、フェノキサチイニル、チアントレニル、インドリジニル、フルオレニル、な
どがあげられ、例えばフリル、ベンゾ［ｂ］フリル、フラノ［３，２－ｂ］フリル、フラ
ノ［３，２－ｂ］フラノ［２’，３’－ｄ］フリル、ジベンゾフリル、チエニル、ベンゾ
［ｂ］チエニル、チエノ［３，２－ｂ］チエニル、チエノ［３，２－ｂ］チエノ［２’，
３’－ｄ］チエニル、ジベンゾチエニル、ピロリル、チアゾリル、カルバゾリルなどが好
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ましい。
【００５０】
　Ｒ１における「置換されていてもよいヘテロアリールオキシ」の「ヘテロアリールオキ
シ」の「ヘテロアリール」としては、上記「置換されていてもよいヘテロアリール」の環
構成原子として炭素原子以外に酸素原子、硫黄原子、窒素原子、セレン原子、テルル原子
から選ばれるヘテロ原子を１ないし５個含有する複素環基などからなるヘテロアリール基
があげられる。
【００５１】
　Ｒ１における「置換されていてもよいヘテロアリールチオ」の「ヘテロアリールチオ」
の「ヘテロアリール」としては、上記「置換されていてもよいヘテロアリール」の環構成
原子として炭素原子以外に酸素原子、硫黄原子、窒素原子、セレン原子、テルル原子から
選ばれるヘテロ原子を１ないし５個含有する複素環基などからなるヘテロアリール基があ
げられる。
【００５２】
　Ｒ１における「置換されていてもよいヘテロアリールアルキル」の「ヘテロアリールア
ルキル」の「ヘテロアリール」としては、上記「置換されていてもよいヘテロアリール」
の環構成原子として炭素原子以外に酸素原子、硫黄原子、窒素原子、セレン原子、テルル
原子から選ばれるヘテロ原子を１ないし５個含有する複素環基などからなるヘテロアリー
ル基があげられ、また「ヘテロアリールアルキル」の「アルキル」としては、上記「置換
されていてもよいアルキル」の炭素数１～３０の直鎖、分枝鎖又は環状のアルキル基が挙
げられる。
【００５３】
　Ｒ１における「置換されていてもよいヘテロアリールアルコシキ」の「ヘテロアリール
アルコシキ」の「ヘテロアリール」としては、上記「置換されていてもよいヘテロアリー
ル」の環構成原子として炭素原子以外に酸素原子、硫黄原子、窒素原子、セレン原子、テ
ルル原子から選ばれるヘテロ原子を１ないし５個含有する複素環基などからなるヘテロア
リール基があげられ、また「ヘテロアリールアルコシキ」の「アルコシキ」としては、上
記「置換されていてもよいアルコキシ」の炭素数１～３０の直鎖、分枝鎖又は環状のアル
コキシ基が挙げられる。
【００５４】
　Ｒ１における「置換されていてもよいヘテロアリールアルキルチオ」の「ヘテロアリー
ルアルキルチオ」の「ヘテロアリール」としては、上記「置換されていてもよいヘテロア
リール」の環構成原子として炭素原子以外に酸素原子、硫黄原子、窒素原子、セレン原子
、テルル原子から選ばれるヘテロ原子を１ないし５個含有する複素環基などからなるヘテ
ロアリール基があげられ、また「ヘテロアリールアルキルチオ」の「アルキルチオ」とし
ては、上記「置換されていてもよいアルキルチオ」の炭素数１～３０の直鎖、分枝鎖又は
環状のアルキルチオ基が挙げられる。
【００５５】
　Ｒ１における「置換されていてもよいヘテロアリールアルケニル」の「ヘテロアリール
アルケニル」の「ヘテロアリール」としては、上記「置換されていてもよいヘテロアリー
ル」の環構成原子として炭素原子以外に酸素原子、硫黄原子、窒素原子、セレン原子、テ
ルル原子から選ばれるヘテロ原子を１ないし５個含有する複素環基などからなるヘテロア
リール基があげられ、また「ヘテロアリールアルケニル」の「アルケニル」としては、上
記「置換されていてもよいアルケニル」の炭素数２～３０の直鎖、分枝鎖又は環状のアル
ケニル基が挙げられる。
【００５６】
Ｒ１における「置換されていてもよいヘテロアリールアルキニル」の「ヘテロアリールア
ルキニル」の「ヘテロアリール」としては、上記「置換されていてもよいヘテロアリール
」の環構成原子として炭素原子以外に酸素原子、硫黄原子、窒素原子、セレン原子、テル
ル原子から選ばれるヘテロ原子を１ないし５個含有する複素環基などからなるヘテロアリ
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「置換されていてもよいアルキニル」の炭素数２～３０の直鎖、分枝鎖又は環状のアルキ
ニル基が挙げられる。
【００５７】
　Ｒ１における「置換されていてもよいシクロアルキル」の「シクロアルキル」としては
、例えば、炭素数３～１０のシクロアルキルがあげられる。好ましい「シクロアルキル」
は、炭素数３～８のシクロアルキルである。さらに好ましい「シクロアルキル」は、炭素
数３～５のシクロアルキルである。具体的な「シクロアルキル」として、シクロプロピル
、シクロブチル、シクロペンチル、メチルシクロペンチル、シクロヘキシル、メチルシク
ロヘキシル、ジメチルシクロヘキシル、シクロヘプチル又はシクロオクチルなどがあげら
れる。
【００５８】
　Ｒ１における「ハロゲン」としては、フッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子な
どがあげられる。
【００５９】
　Ｒ２～Ｒ５は、同一又は相異なり、水素原子、置換されていてもよいアルキル、置換さ
れていてもよいアルケニル、置換されていてもよいアルキニル、置換されていてもよいア
リール、置換されていてもよいアリールアルキル、置換されていてもよいヘテロアリール
、置換されていてもよいヘテロアリールアルキル、置換されていてもよいシクロアルキル
、ハロゲン、シアノ、ニトロ又はヒドロキシルであり、上記Ｒ１で示した置換基と同じも
のが挙げられる。
【００６０】
　環構造Ａ、Ｂは、同一又は相異なり、５～７員環で形成される環があげられる。具体的
には、置換されていてもよいベンゼン環、２、３位で縮環した置換されていてもよいチオ
フェン環、３、４位で縮環した置換されていてもよいチオフェン環、２、３位で縮環した
置換されていてもよいフラン環、３、４位で縮環した置換されていてもよいフラン環、２
、３位で縮環した置換されていてもよいセレノフェン環、３、４位で縮環した置換されて
いてもよいセレノフェン環、２、３位で縮環した置換されていてもよいピロール環、３、
４位で縮環した置換されていてもよいピロール環、置換されていてもよいチアゾール環、
２、３位で縮環した置換されていてもよいピリジン環、３、４位で縮環した置換されてい
てもよいピリジン環、２、３位で縮環した置換されていてもよいピラジン環、４、５位で
縮環した置換されていてもよいピリミジン環、３、４位で縮環した置換されていてもよい
ピリダジン環、４、５位で縮環した置換されていてもよいピリダジン環であり、好ましく
は、置換されていてもよいベンゼン環、２、３位で縮環した置換されていてもよいチオフ
ェン環、３、４位で縮環した置換されていてもよいチオフェン環、２、３位で縮環した置
換されていてもよいフラン環、３、４位で縮環した置換されていてもよいフラン環、２、
３位で縮環した置換されていてもよいセレノフェン環、３、４位で縮環した置換されてい
てもよいセレノフェン環、２、３位で縮環した置換されていてもよいピロール環、３、４
位で縮環した置換されていてもよいピロール環、置換されていてもよいチアゾール環であ
り、より好ましくは、２、３位で縮環した置換されていてもよいチオフェン環、２、３位
で縮環した置換されていてもよいフラン環、２、３位で縮環した置換されていてもよいセ
レノフェン環が例示される。
【００６１】
　ジヒドロインダセン化合物（１）として、好ましくは、下記一般式（３）で表されるジ
ヒドロインダセン化合物（以下、ジヒドロインダセン化合物（３）と称する。）が挙げら
れる。
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【００６２】
　式（３）中、Ｒ１～Ｒ５及びｐは、式（１）におけるＲ１～Ｒ５及びｐの説明で記載し
たものと同じであり、
　Ｒ６～Ｒ９は、同一又は相異なり、水素原子、置換されていてもよいアルキル、置換さ
れていてもよいアルケニル、置換されていてもよいアルキニル、置換されていてもよいア
ルコキシ、置換されていてもよいアルキルチオ、置換されていてもよいアリール、置換さ
れていてもよいアリールオキシ、置換されていてもよいアリールチオ、置換されていても
よいアリールアルキル、置換されていてもよいアリールアルコキシ、置換されていてもよ
いアリールアルキルチオ、置換されていてもよいアリールアルケニル、置換されていても
よいアリールアルキニル、置換されていてもよいボリル、置換されていてもよいアミノ、
置換されていてもよいシリル、置換されていてもよいシリルオキシ、置換されていてもよ
いアリールスルフォニルオキシ、置換されていてもよいアルキルスルフォニルオキシ、置
換されていてもよいヘテロアリール、置換されていてもよいヘテロアリールオキシ、置換
されていてもよいヘテロアリールチオ、置換されていてもよいヘテロアリールアルキル、
置換されていてもよいヘテロアリールアルコキシ、置換されていてもよいヘテロアリール
アルキルチオ、置換されていてもよいヘテロアリールアルケニル、置換されていてもよい
ヘテロアリールアルキニル、置換されていてもよいシクロアルキル、ハロゲン、シアノ、
ニトロ又はヒドロキシルを表し、上記Ｒ１で示した置換基と同じものが挙げられる。
　Ｘは、同一又は相異なり、硫黄、酸素、セレン、テルル原子、ＳＯ２、又はＮ－Ｒ１０

で表される基を表し、
　Ｒ１０は、水素原子、置換されていてもよいアルキル、置換されていてもよいアリール
、又は置換されていてもよいヘテロアリールを表し、上記Ｒ１で示した置換基と同じもの
が挙げられる。
【００６３】
　ジヒドロインダセン化合物（３）のうち好ましい化合物群としては、以下のものが挙げ
られる。
【００６４】
・式（３）で表されるジヒドロインダセン化合物において、Ｒ１が水素原子、炭素数１～
３０の置換されていてもよいアルキル、炭素数２～３０の置換されていてもよいアルケニ
ル、炭素数２～３０の置換されていてもよいアルキニル、又は炭素数１～３０の置換され
ていてもよいアルコキシであり、
　Ｒ６～Ｒ９は、同一又は相異なり、水素原子、炭素数１～３０の置換されていてもよい
アルキル、炭素数２～３０の置換されていてもよいアルケニル、炭素数２～３０の置換さ
れていてもよいアルキニル、炭素数１～３０の置換されていてもよいアルコキシ、炭素数
６～３０の置換されていてもよいアリール、置換されていてもよいシリル、置換されてい
てもよいヘテロアリール又はハロゲンであり、
　Ｒ２～Ｒ５は、同一又は相異なり、水素原子、又は炭素数１～３０の置換されていても
よいアルキルであり、
　Ｘは、同一又は相異なり、硫黄、酸素、セレン、又はＳＯ２であるジヒドロインダセン
化合物。
【００６５】
・式（３）で表されるジヒドロインダセン化合物において、Ｒ６及びＲ８が、同一又は相
異なり、水素原子、炭素数１～３０の置換されていてもよいアルキル、炭素数６～３０の
置換されていてもよいアリール、置換されていてもよいヘテロアリール又はハロゲンであ



(25) JP 5581596 B2 2014.9.3

10

20

30

40

るジヒドロインダセン化合物。
【００６６】
・式（３）で表されるジヒドロインダセン化合物において、Ｒ１～Ｒ５、Ｒ７、及びＲ９

が、同一又は相異なり、水素原子、メチル又はエチルであるジヒドロインダセン化合物。
【００６７】
　式（３）で表されるジヒドロインダセン化合物において、Ｘは、好ましくは硫黄原子で
ある。Ｘが硫黄原子であるものとしては、以下のものが挙げられる。
【００６８】
・式（３）で表されるジヒドロインダセン化合物において、Ｘが硫黄原子であり、Ｒ１～
Ｒ５、Ｒ７及びＲ９が、それぞれ水素原子を表し、ｐ＝２、Ｒ６及びＲ８が、それぞれ、
炭素数１～２０のアルキル基又は炭素数１～２０のアルコキシ基である、ジヒドロインダ
セン化合物。この化合物群のなかでも炭素数１～２０のアルキル基が、ｎ－ヘキシルであ
るものがより好ましい。
【００６９】
・式（３）で表されるジヒドロインダセン化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１

～Ｒ５、Ｒ７及びＲ９が、それぞれ水素原子を表し、ｐ＝２、Ｒ６及びＲ８が、それぞれ
、５－（Ｃ１－２０アルキル）チオフェン－２－イルであるジヒドロインダセン化合物。
この化合物群のなかでも５－（Ｃ１－２０アルキル）チオフェン－２－イル基が、５－ｎ
－ヘキシルチオフェン－２－イルであるものがより好ましい。
【００７０】
・式（３）で表されるジヒドロインダセン化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１

～Ｒ５、Ｒ７及びＲ９が、それぞれ水素原子を表し、ｐ＝２、Ｒ６及びＲ８が、それぞれ
、４－（Ｃ１－２０アルキル）フェニル－１－イル、又は４－（Ｃ１－２０）アルコキシ
フェニル－１－イルであるジヒドロインダセン化合物。この化合物群の中でも４－（Ｃ１
－２０アルキル）フェニル－１－イル、が、４－ｎ－へキシルフェニルである化合物、又
は４－（Ｃ１－２０）アルコキシフェニル－１－イルが４－ｎ－ヘキシルオキシフェニル
である化合物がより好ましい。
【００７１】
　本発明のジヒドロインダセン化合物（３）の具体例としては、下記一般式（３－１）～
（３－１４４）で表される化合物が挙げられるが、これらに限定されるものではない。式
中、ｎは同一又は相異なり、０～３０の整数を表す。
【００７２】
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【００８４】
　ジヒドロインダセン化合物（３）としては、好ましくは、式（３－１）、（３－４）、
（３－７）、（３－１０）、（３－１３）、（３－１６）、（３－１９）、（３－２２）
、（３－２５）、（３－２８）、（３－３１）、（３－３４）、（３－３７）、（３－４
０）、（３－４３）、（３－４６）、（３－４９）、（３－５２）、（３－５５）、（３
－５８）、（３－６１）、（３－６４）、（３－６７）、（３－７０）、（３－７３）、
（３－７６）、（３－７９）、（３－８２）、（３－８５）、（３－８８）、（３－９１
）、（３－９４）、（３－９７）、（３－１００）、（３－１０３）、（３－１０６）、
（３－１０９）、（３－１１１）、（３－１１３）、（３－１１５）、（３－１１７）、
（３－１１９）、（３－１２１）、（３－１２３）、（３－１２５）、（３－１２７）、
（３－１２９）、（３－１３１）、（３－１３３）、（３－１３５）、（３－１３７）、
（３－１３９）、（３－１４１）、（３－１４３）で表される化合物が挙げられ、さらに
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好ましくは、式（３－１）、（３－７）、（３－１３）、（３－１９）、（３－２５）、
（３－３１）、（３－３７）、（３－４３）、（３－４９）、（３－５５）、（３－６１
）、（３－６７）、（３－７３）、（３－７９）、（３－８５）、（３－９１）、（３－
９７）、（３－１０３）、（３－１０９）、（３－１１１）、（３－１１３）、（３－１
１５）、（３－１１７）、（３－１１９）、（３－１２１）、（３－１２３）、（３－１
２５）、（３－１２７）、（３－１２９）、（３－１３１）、（３－１３３）、（３－１
３５）、（３－１３７）、（３－１３９）、（３－１４１）、（３－１４３）で表される
化合物が挙げられる。
【００８５】
　ジヒドロインダセン化合物（３）（但し、Ｒ２～Ｒ５は全て水素）は、下記一般式（４
）で表されるジヒドラゾン化合物（以下、ジヒドラゾン化合物（４）と称する。）に塩基
性試薬を作用させることにより製造することができる。

【００８６】
　式（４）中、Ｒ１及びＲ６～Ｒ９は、同一又は相異なり、水素原子、置換されていても
よいアルキル、置換されていてもよいアルケニル、置換されていてもよいアルキニル、置
換されていてもよいアルコキシ、置換されていてもよいアルキルチオ、置換されていても
よいアリール、置換されていてもよいアリールオキシ、置換されていてもよいアリールチ
オ、置換されていてもよいアリールアルキル、置換されていてもよいアリールアルコキシ
、置換されていてもよいアリールアルキルチオ、置換されていてもよいアリールアルケニ
ル、置換されていてもよいアリールアルキニル、置換されていてもよいボリル、置換され
ていてもよいアミノ、置換されていてもよいシリル、置換されていてもよいシリルオキシ
、置換されていてもよいアリールスルフォニルオキシ、置換されていてもよいアルキルス
ルフォニルオキシ、置換されていてもよいヘテロアリール、置換されていてもよいヘテロ
アリールオキシ、置換されていてもよいヘテロアリールチオ、置換されていてもよいヘテ
ロアリールアルキル、置換されていてもよいヘテロアリールアルコキシ、置換されていて
もよいヘテロアリールアルキルチオ、置換されていてもよいヘテロアリールアルケニル、
置換されていてもよいヘテロアリールアルキニル、置換されていてもよいシクロアルキル
、ハロゲン、シアノ、ニトロ又はヒドロキシルであり、
　ｐは、０、１、又は２であり、
　Ｒ１１～Ｒ１４は、同一又は相異なり、水素原子、置換されていてもよいアルキル、置
換されていてもよいアリール、置換されていてもよいアリールスルホニル、置換されてい
てもよいシリルであり、
　Ｘは、同一又は相異なり、硫黄、酸素、セレン、テルル原子、ＳＯ２、Ｎ－Ｒ１０で表
される基であり、
　Ｒ１０は、水素原子、置換されていてもよいアルキル、置換されていてもよいアリール
、又は置換されていてもよいヘテロアリールである。
【００８７】
　本発明のジヒドラゾン化合物（４）の置換基について、さらに詳しく述べる。
　Ｒ１及びｐは、式（１）におけるＲ１及びｐの説明で記載したものと同じものである。
　Ｒ６～Ｒ１０及びＸは、式（３）におけるＲ６～Ｒ１０及びＸの説明で記載したものと
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同じものである。
　Ｒ１１～Ｒ１４は、同一又は相異なり、水素原子、置換されていてもよいアルキル、置
換されていてもよいアリール、置換されていてもよいアリールスルホニル、又は置換され
ていてもよいシリルを表す。
【００８８】
　Ｒ１１～Ｒ１４で表される、水素原子、置換されていてもよいアルキル、置換されてい
てもよいアリールは、上記Ｒ１で示した置換基と同じものが挙げられる。
【００８９】
　Ｒ１１～Ｒ１４において、「置換されていてもよいアリールスルホニル」の「アリール
スルホニル」としては、炭素原子数６～３０のアリールスルホニル基が挙げられ、その具
体例としては、フェニルスルホニル基、２－トリルスルホニル基、３－トリルスルホニル
基、４－トリルスルホニル基、２，３－キシリルスルホニル基、２，４－キシリルスルホ
ニル基、２，５－キシリルスルホニル基、２，６－キシリルスルホニル基、３，４－キシ
リルスルホニル基、３，５－キシリルスルホニル基、２，３，４－トリメチルフェニルス
ルホニル基、２，３，５－トリメチルフェニルスルホニル基、２，３，６－トリメチルフ
ェニルスルホニル基、２，４，６－トリメチルフェニルスルホニル基、３，４，５－トリ
メチルフェニルスルホニル基、２，３，４，５－テトラメチルフェニルスルホニル基、２
，３，４，６－テトラメチルフェニルスルホニル基、２，３，５，６－テトラメチルフェ
ニルスルホニル基、ペンタメチルフェニルスルホニル基、エチルフェニルスルホニル基、
ｎ－プロピルフェニルスルホニル基、イソプロピルフェニルスルホニル基、ｎ－ブチルフ
ェニルスルホニル基、ｓ－ブチルフェニルスルホニル基、ｔ－ブチルフェニルスルホニル
基、ｎ－ペンチルフェニルスルホニル基、ネオペンチルフェニルスルホニル基、ｎ－ヘキ
シルフェニルスルホニル基、ｎ－オクチルフェニルスルホニル基、ｎ－デシルフェニルス
ルホニル基、ｎ－ドデシルフェニルスルホニル基、ｎ－テトラデシルフェニルスルホニル
基、ナフチルスルホニル基、アントラセニルスルホニル基、フルオレニルスルホニル基な
どが例示され、好ましくはフェニルスルホニル基、４－トリルスルホニル基、ｎ－ヘキシ
ルフェニルスルホニル基、ｎ－オクチルフェニルスルホニル基、ｎ－デシルフェニルスル
ホニル基、ｎ－ドデシルフェニルスルホニル基、ｎ－テトラデシルフェニルスルホニル基
、ナフチルスルホニル基、アントラセニルスルホニル基、フルオレニルスルホニル基が挙
げられる。
　Ｒ１１～Ｒ１４において、ハロゲン置換の炭素原子数６～３０のアリールスルホニル基
の具体例としては、これらのアリールスルホニル基が、フッ素原子、塩素原子、臭素原子
、ヨウ素原子などのハロゲン原子で置換されたものが例示される。
【００９０】
　Ｒ１１～Ｒ１４における「置換されてもよいシリル基」としては、炭化水素基で置換さ
れたシリル基が挙げられ、その炭化水素基としては、例えば、メチル基、エチル基、ｎ－
プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、ｓ－ブチル基、ｔ－ブチル基、イソブチル
基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基、シクロヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、ｎ－オクチ
ル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基などの炭素原子数１～３０のアルキル基、フェニル基
などのアリール基などが例示される。かかる炭素原子数１～３０の炭化水素で置換された
シリル基の具体例としては、メチルシリル基、エチルシリル基、フェニルシリル基などの
炭素原子数１～３０の一置換シリル基、ジメチルシリル基、ジエチルシリル基、ジフェニ
ルシリル基などの炭素原子数１～３０の炭化水素基で置換された二置換シリル基、トリメ
チルシリル基、トリエチルシリル基、トリ－ｎ－プロピルシリル基、トリイソプロピルシ
リル基、トリ－ｎ－ブチルシリル基、トリ－ｓ－ブチルシリル基、トリ－ｔ－ブチルシリ
ル基、トリ－イソブチルシリル基、ｔ－ブチル－ジメチルシリル基、トリ－ｎ－ペンチル
シリル基、トリ－ｎ－ヘキシルシリル基、トリシクロヘキシルシリル基、トリフェニルシ
リル基などの炭素原子数１～３０の炭化水素基で置換された三置換シリル基などが例示さ
れ、好ましくはトリメチルシリル基、ｔ－ブチルジメチルシリル基、トリフェニルシリル
基が挙げられる。
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　Ｒ１１～Ｒ１４において、ハロゲン置換の炭素原子数６～３０のシリル基の具体例とし
ては、上記のような炭化水素基のほかにフッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子な
どのハロゲン原子で置換されたものが例示される。
【００９１】
　ジヒドラゾン化合物（４）のうち好ましい化合物群としては、以下のものが挙げられる
。
【００９２】
・式（４）で表されるジヒドラゾン化合物において、Ｒ１は水素原子、炭素数１～３０の
置換されていてもよいアルキル、炭素数２～３０の置換されていてもよいアルケニル、炭
素数２～３０の置換されていてもよいアルキニル、又は炭素数１～３０の置換されていて
もよいアルコキシであり、
　Ｒ６～Ｒ９は、同一又は相異なり、水素原子、炭素数１～３０の置換されていてもよい
アルキル、炭素数２～３０の置換されていてもよいアルケニル、炭素数２～３０の置換さ
れていてもよいアルキニル、炭素数１～３０の置換されていてもよいアルコキシ、炭素数
６～３０の置換されていてもよいアリール、置換されていてもよいシリル、置換されてい
てもよいヘテロアリール又はハロゲンであり、
　Ｒ２～Ｒ５は、同一又は相異なり、水素原子、又は炭素数１～３０の置換されていても
よいアルキルであり、
　Ｘは、同一又は相異なり、硫黄、酸素、セレン、又はＳＯ２であり、
　Ｒ１１～Ｒ１４は、同一又は相異なり、水素原子、炭素数１～３０の置換されていても
よいアルキル、炭素数６～３０の置換されていてもよいアリールスルホニル、又は置換さ
れていてもよいシリルであるジヒドラゾン化合物。
【００９３】
・式（４）で表されるジヒドラゾン化合物において、Ｒ６及びＲ８は、同一又は相異なり
、炭素数１～３０の置換されていてもよいアルキル、炭素数６～３０の置換されていても
よいアリール、置換されていてもよいヘテロアリール又はハロゲンであるジヒドラゾン化
合物。
【００９４】
・式（４）で表されるジヒドラゾン化合物において、Ｒ１、Ｒ７、及びＲ９は、同一又は
相異なり、水素原子、メチル、又はエチルであるジヒドラゾン化合物。
・式（４）で表されるジヒドラゾン化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１～Ｒ５

、Ｒ７、Ｒ９及びＲ１１～Ｒ１４が、それぞれ、水素原子であり、ｐ＝２であり、Ｒ６及
びＲ８が、炭素数１～２０のアルキル基又は炭素数１～２０のアルコキシ基であるジヒド
ラゾン化合物。
・式（４）で表されるジヒドラゾン化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１～Ｒ５

、Ｒ７、Ｒ９及びＲ１１～Ｒ１４が、それぞれ、水素原子であり、ｐ＝２であり、Ｒ６及
びＲ８が、５－（Ｃ１－２０アルキル）チオフェン－２－イルであるジヒドラゾン化合物
。
【００９５】
・式（４）で表されるジヒドラゾン化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１～Ｒ５

、Ｒ７、Ｒ９及びＲ１１～Ｒ１４が、それぞれ、水素原子であり、ｐ＝２であり、Ｒ６及
びＲ８が、４－（Ｃ１－２０アルキル）フェニル－１－イル又は４－（Ｃ１－２０）アル
コキシフェニル－１－イルであるジヒドラゾン化合物。
・式（４）で表されるジヒドラゾン化合物において、Ｘが、硫黄原子であるジヒドラゾン
化合物。
・式（４）で表されるジヒドラゾン化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１～Ｒ５

、Ｒ７、Ｒ９及びＲ１１～Ｒ１４が、それぞれ、水素原子であり、ｐ＝２であり、Ｒ６及
びＲ８が、それぞれ、ｎ－ヘキシルであるジヒドラゾン化合物。
【００９６】
・式（４）で表されるジヒドラゾン化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１～Ｒ５
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、Ｒ７、Ｒ９及びＲ１１～Ｒ１４が、それぞれ、水素原子であり、ｐ＝２であり、Ｒ６及
びＲ８が、それぞれ、５－ｎ－ヘキシルチオフェン－２－イルであるジヒドラゾン化合物
。
・式（４）で表されるジヒドラゾン化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１～Ｒ５

、Ｒ７、Ｒ９及びＲ１１～Ｒ１４が、それぞれ、水素原子であり、ｐ＝２であり、Ｒ６及
びＲ８が、それぞれ、４－ｎ－ヘキシルフェニルであるジヒドラゾン化合物。
【００９７】
　ジヒドラゾン化合物（４）としては、具体的には、下記一般式（４－１）～（４－７４
）で表される化合物が挙げられるが、これらに限定されるものではない。式中、ｎは同一
又は相異なり、０～３０の整数を表す。
【００９８】
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【０１０６】
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【０１０７】
　ジヒドラゾン化合物（４）としては、好ましくは、式（４－１）、（４－３）、（４－
５）、（４－７）、（４－９）、（４－１１）、（４－１３）、（４－１５）、（４－１
７）、（４－１９）、（４－２１）、（４－２３）、（４－２５）、（４－２７）、（４
－２９）、（４－３１）、（４－３３）、（４－３５）、（４－３７）、（４－３９）、
（４－４１）、（４－４３）、（４－４５）、（４－４７）、（４－４９）、（４－５１
）、（４－５３）、（４－５５）、（４－５７）、（４－５９）、（４－６１）、（４－
６３）、（４－６５）、（４－６７）、（４－６９）、（４－７１）、（４－７３）で表
される化合物が挙げられ、さらに好ましくは、式（４－１）、（４－３）、（４－５）、
（４－７）、（４－９）、（４－１１）、（４－１３）、（４－２９）、（４－３１）、
（４－３７）、（４－３９）、（４－４１）、（４－４３）、（４－４５）、（４－４７
）、（４－４９）、（４－６７）、（４－６９）で表される化合物が挙げられる。
【０１０８】
　ジヒドラゾン化合物（４）に塩基性試薬を作用させる反応は、通常、溶媒中で行う。反
応溶媒の例としては、例えば、水、ペンタン、ヘキサン、ヘプタン、シクロペンタン、シ
クロヘキサン、デカリン、ジクロロメタン、クロロホルム等の脂肪族炭化水素、ベンゼン
、トルエン、キシレン、クメン、エチルベンゼン、モノクロロベンゼン、ジクロロベンゼ
ン等の芳香族炭化水素、ジエチルエーテル、メチル－ｔ－ブチルエーテル、ＴＨＦ、１，
３－ジオキソラン、１，３－ジオキサン、１，４－ジオキサン、ジエチレングリコール、
エチレングリコール、トリエチレングリコール、プロピレングリコール等のエーテル類、
メタノール、エタノール、ｎ－プロパノール、イソプロパノール、ｎ－ブタノール、ｔ－
ブタノール等のアルコール類、ＤＭＳＯ等が挙げられる。使用する溶媒の好ましいものと
しては、水、ジクロロメタン、クロロホルム、ベンゼン、トルエン、ジエチルエーテル、
メチル－ｔ－ブチルエーテル、ＴＨＦ、１，３－ジオキソラン、１，３－ジオキサン、１
，４－ジオキサン、ジエチレングリコール、エチレングリコール、トリエチレングリコー
ル、プロピレングリコール、ｎ－ブタノール、ｔ－ブタノール、ＤＭＳＯが挙げられ、さ
らに好ましくはトルエン、１，４－ジオキサン、ジエチレングリコール、エチレングリコ
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ール、トリエチレングリコール、ｔ－ブタノール、ＤＭＳＯ等が挙げられる。これらの溶
媒は単独で使用してもよいし、２種類以上を混合して使用してもよい。
【０１０９】
　反応に用いられる塩基性試薬としては、例えば、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、
炭酸カリウム、炭酸ナトリウム、カリウムｔ－ブトキシド、ナトリウムｔ－ブトキシド、
ナトリウム、ナトリウムメトキシド、ナトリウムエトキシド、カリウムメトキシド、カリ
ウムエトキシド、リチウム水素化アルミニウムなどが挙げられる。塩基性試薬は単独で用
いてもよいし、２種類以上を混合してもよい。
【０１１０】
　塩基性試薬の使用量は、ジヒドラゾン化合物（４）に対して、通常、０．５モル倍から
２５モル倍、好ましくは２モル倍から２０モル倍、更に好ましくは５モル倍から１５モル
倍である。塩基性試薬の使用量が少なすぎると、一方のヒドラゾンのみメチレンに変換さ
れた化合物の割合が増加する。
【０１１１】
　ジヒドラゾン化合物の反応溶液の濃度は特に限定されないが、通常溶媒１リットル当た
り０．０００１モルから１０モル、好ましくは０．００１モルから５モル、更に好ましく
は０．０１モルから１モルの範囲である。
【０１１２】
　滴下する塩基性試薬の溶液の濃度は特に限定されないが、通常溶媒１リットル当たり０
．００１モルから２０モル、好ましくは０．０１モルから１０モル、更に好ましくは０．
１モルから５モルの範囲である。
【０１１３】
　塩基性試薬とジヒドラゾン化合物との反応は、通常、塩基性試薬の溶液とジヒドラゾン
化合物の溶液を混合することで行うことができる。混合は、双方の溶液を一度に混ぜ合わ
せることでも行うことができるが、反応を制御する観点からは、一方の溶液をもう一方の
溶液へ滴下することで行うことが好ましい。滴下時間は特に制限されないが、反応熱によ
る内温上昇が制御できる範囲内で滴下することが好ましい。
【０１１４】
　塩基性試薬とジヒドラゾン化合物との反応における、滴下時の温度は、通常、－７８℃
から溶媒の沸点、好ましくは０℃から溶媒の沸点、更に好ましくは５０℃から溶媒の沸点
の範囲である。
【０１１５】
　滴下終了後の温度は特に制限されないが、滴下時の温度を保ったまま反応を行っても良
いし、溶媒の沸点まで昇温して反応を行っても良い。反応時間は特に制限されないが、通
常、１分から７２時間である。
【０１１６】
　本反応を停止させる場合は、反応液に例えば、水、希塩酸などを添加する。反応停止後
、通常の後処理、例えば抽出、洗浄等の操作を行うことで、ジヒドロインダセン化合物の
粗生成物を得ることができる。ジヒドロインダセン化合物の粗生成物は、晶析、昇華、各
種クロマトグラフィーなどの操作をすることにより精製を行ってもよい。
【０１１７】
　式（３）において、Ｒ６及びＲ８が、水素以外のジヒドロインダセン化合物のその他の
製造法として、Ｒ６及びＲ８が、臭素又はヨウ素であるジヒドロインダセン化合物を用い
て製造するクロスカップリング法がある。例えば、「オーガニック　レターズ」（米国、
２００５年、７巻、２５号、７９５－７９７頁）に記載の通り、ジブロモインデノフルオ
レンを用いて、鈴木カップリング反応を行うことにより製造することができる。
【０１１８】
　式（３）において、Ｒ２～Ｒ５が、水素以外であるジヒドロインダセン化合物の製造法
としては、種々の方法が用いられる。例えば、「ジャーナル　オブ　ザ　アメリカン　ケ
ミカル　ソサエティー」（米国、２００５年、１２７巻、１１７６３－１１７６８頁）に
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記載のように、Ｒ２～Ｒ５が水素であるジヒドロインダセン化合物に塩基性試薬存在下で
ハロゲンアルキルを作用させることにより、Ｒ２～Ｒ５がアルキル基であるジヒドロイン
ダセン化合物を製造することもできる。
【０１１９】
　ジヒドラゾン化合物（４）は、下記一般式（５）で表されるインダセンジオン化合物（
以下、インダセンジオン化合物（５）と称する。）にヒドラジン類試薬を作用させること
により、得ることができる。

【０１２０】
　式（５）中、Ｒ１及びＲ６～Ｒ９は、同一又は相異なり、水素原子、置換されていても
よいアルキル、置換されていてもよいアルケニル、置換されていてもよいアルキニル、置
換されていてもよいアルコキシ、置換されていてもよいアルキルチオ、置換されていても
よいアリール、置換されていてもよいアリールオキシ、置換されていてもよいアリールチ
オ、置換されていてもよいアリールアルキル、置換されていてもよいアリールアルコキシ
、置換されていてもよいアリールアルキルチオ、置換されていてもよいアリールアルケニ
ル、置換されていてもよいアリールアルキニル、置換されていてもよいボリル、置換され
ていてもよいアミノ、置換されていてもよいシリル、置換されていてもよいシリルオキシ
、置換されていてもよいアリールスルフォニルオキシ、置換されていてもよいアルキルス
ルフォニルオキシ、置換されていてもよいヘテロアリール、置換されていてもよいヘテロ
アリールオキシ、置換されていてもよいヘテロアリールチオ、置換されていてもよいヘテ
ロアリールアルキル、置換されていてもよいヘテロアリールアルコキシ、置換されていて
もよいヘテロアリールアルキルチオ、置換されていてもよいヘテロアリールアルケニル、
置換されていてもよいヘテロアリールアルキニル、置換されていてもよいシクロアルキル
、ハロゲン、シアノ、ニトロ又はヒドロキシルであり、
ｐは、０，１、又は２であり、
　Ｘは、同一又は相異なり、硫黄、酸素、セレン、テルル原子、ＳＯ２、Ｎ－Ｒ１０で表
される基であり、
　Ｒ１０は、水素原子、置換されていてもよいアルキル、置換されていてもよいアリール
、又は置換されていてもよいヘテロアリールである。
　但し、Ｘ＝Ｓ、Ｒ１＝Ｈ、ｐ＝２、Ｒ７＝Ｒ９＝ヘキシルの場合、及びＸ＝Ｓ、Ｒ１＝
オクチル、ｐ＝２、Ｒ６～Ｒ９＝Ｈの場合は除く。
【０１２１】
　式（５）において、Ｒ１、ｐ、及びＸは、式（１）におけるＲ１、ｐ、及びＸの説明で
記載したものと同じものがあげられ、同様のものが好ましい。
　Ｒ６～Ｒ１０は、式（３）におけるＲ６～Ｒ１０の説明で記載したものと同じものがあ
げられ、同様のものが好ましい。
【０１２２】
　式（５）のインダセンジオン化合物のうち好ましい化合物群としては、以下のものが挙
げられる。
【０１２３】
・Ｒ１は水素原子、炭素数１～３０の置換されていてもよいアルキル、炭素数２～３０の
置換されていてもよいアルケニル、炭素数２～３０の置換されていてもよいアルキニル、
又は炭素数１～３０の置換されていてもよいアルコキシであり、
　Ｒ６～Ｒ９は、同一又は相異なり、水素原子、炭素数１～３０の置換されていてもよい
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アルキル、炭素数２～３０の置換されていてもよいアルケニル、炭素数２～３０の置換さ
れていてもよいアルキニル、炭素数１～３０の置換されていてもよいアルコキシ、炭素数
６～３０の置換されていてもよいアリール、置換されていてもよいシリル、置換されてい
てもよいヘテロアリール又はハロゲンであり、
　Ｘは、同一又は相異なり、硫黄、酸素、セレン、又はＳＯ２であるインダセンジオン化
合物。
【０１２４】
・Ｒ６及びＲ８は、同一又は相異なり、炭素数１～３０の置換されていてもよいアルキル
、炭素数６～３０の置換されていてもよいアリール、置換されていてもよいヘテロアリー
ル又はハロゲンであるインダセンジオン化合物。
・Ｒ１、Ｒ７、及びＲ９は、同一又は相異なり、水素原子、メチル、又はエチルであるイ
ンダセンジオン化合物。
・式（５）のインダセンジオン化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１～Ｒ５、Ｒ
７、Ｒ９及びＲ１１～Ｒ１４が、それぞれ、水素原子であり、ｐ＝２であり、Ｒ６及びＲ
８が、炭素数１～２０のアルキル基又は炭素数１～２０のアルコキシ基であるインダセン
ジオン化合物。
・式（５）のインダセンジオン化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１～Ｒ５、Ｒ
７、Ｒ９及びＲ１１～Ｒ１４が、それぞれ、水素原子であり、ｐ＝２であり、Ｒ６及びＲ
８が、５－（Ｃ１－２０アルキル）チオフェン－２－イルであるインダセンジオン化合物
。
【０１２５】
・式（５）のインダセンジオン化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１～Ｒ５、Ｒ
７、Ｒ９及びＲ１１～Ｒ１４が、それぞれ、水素原子であり、ｐ＝２であり、Ｒ６及びＲ
８が、４－（Ｃ１－２０アルキル）フェニル－１－イル又は４－（Ｃ１－２０）アルコキ
シフェニル－１－イルであるインダセンジオン化合物。
・式（５）のインダセンジオン化合物においてＸ＝Ｓであるインダセンジオン化合物。
・式（５）のインダセンジオン化合物においてＲ７＝Ｒ９＝Ｈ、ｐ＝２、且つＲ６＝Ｒ８

＝ｎ－ヘキシルであるインダセンジオン化合物。
・式（５）のインダセンジオン化合物においてＸ＝Ｓ、Ｒ１＝Ｒ７＝Ｒ９＝Ｈ、ｐ＝２、
且つＲ６＝Ｒ８＝５－ｎ－ヘキシルチオフェン－２－イルであるインダセンジオン化合物
。
・式（５）のインダセンジオン化合物においてＸ＝Ｓ、Ｒ１＝Ｒ７＝Ｒ９＝Ｈ、ｐ＝２、
且つＲ６＝Ｒ８＝４－ｎ－ヘキシルフェニルであるインダセンジオン化合物。
【０１２６】
　式（５）で表されるインダセンジオン化合物としては、具体的には、下記一般式（５－
１）～（５－３６）で表される化合物が挙げられるが、これらに限定されるものではない
。式中、ｎは同一又は相異なり、０～３０の整数を表す。
【０１２７】
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【０１２９】

【０１３０】
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【０１３１】
　インダセンジオン化合物（５）としては、好ましくは、式（５－１）、（５－３）、（
５－５）、（５－７）、（５－９）、（５－１１）、（５－１３）、（５－１５）、（５
－１７）、（５－１９）、（５－２１）、（５－２３）、（５－２５）、（５－２７）、
（５－２９）、（５－３１）、（５－３３）、（５－３５）で表される化合物が挙げられ
、さらに好ましくは、式（５－１）、（５－３）、（５－５）、（５－７）、（５－９）
、（５－１１）、（５－１３）、（５－１５）、（５－１７）、（５－１９）、（５－２
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１）、（５－２３）、（５－２５）、（５－２７）、（５－２９）、（５－３１）で表さ
れる化合物が挙げられる。
【０１３２】
　インダセンジオン化合物（５）のヒドラゾン化反応の反応条件は、特に限定されないが
、例えば、「オーガニック　レターズ」（米国、２００１年、３巻、２３号、３６４７－
３６５０頁）に記載の通り、ケトン化合物とフェニルヒドラジンを酢酸中で攪拌すること
により、ヒドラゾン化合物を得ることができる。調製されたヒドラゾン化合物は単離した
後に次の反応に用いてもよいし、「オーガニック　レターズ」（米国、２００２年、４巻
、１３号、２１５７－２１５９頁）に記載のようにそのまま用いてもよい。
【０１３３】
　反応溶媒の例としては、例えば、水、ペンタン、ヘキサン、ヘプタン、シクロペンタン
、シクロヘキサン、デカリン、ジクロロメタン、クロロホルム等の脂肪族炭化水素、ベン
ゼン、トルエン、キシレン、クメン、エチルベンゼン、モノクロロベンゼン、ジクロロベ
ンゼン等の芳香族炭化水素、ジエチルエーテル、メチル－ｔ－ブチルエーテル、ＴＨＦ、
１，３－ジオキソラン、１，３－ジオキサン、１，４－ジオキサン、ジエチレングリコー
ル、エチレングリコール、トリエチレングリコール、プロピレングリコール等のエーテル
類、メタノール、エタノール、プロパノール、ｎ－ブタノール、ｔ－ブタノール等のアル
コール類、ＤＭＳＯ等が挙げられる。
【０１３４】
　使用する溶媒の好ましいものとしては、ジクロロメタン、クロロホルム、ベンゼン、ト
ルエン、ジエチルエーテル、メチル－ｔ－ブチルエーテル、ＴＨＦ、１，３－ジオキソラ
ン、１，３－ジオキサン、１，４－ジオキサン、ジエチレングリコール、エチレングリコ
ール、トリエチレングリコール、プロピレングリコール、ｎ－ブタノール、ｔ－ブタノー
ル、ＤＭＳＯが挙げられ、さらに好ましくはベンゼン、トルエン、ＴＨＦ、１，４－ジオ
キサン、ジエチレングリコール、エチレングリコール、トリエチレングリコール、ｎ－ブ
タノール、ｔ－ブタノール、ＤＭＳＯが挙げられる。これらの溶媒は単独で使用してもよ
いし、２種類以上を混合して使用してもよい。
【０１３５】
　反応に用いるヒドラジン類としては、ヒドラジン、ヒドラジン一水和物、ヒドラジン水
和物、フェニルヒドラジン、トシルヒドラジン等のアリール置換ヒドラジン類、Ｎ－ｔ－
ブチルジメチルシリルヒドラジン等が挙げられる。
【０１３６】
ヒドラジン類の使用量は、インダセンジオン化合物（５）に対して、通常、１．５モル倍
から１００モル倍、好ましくは２モル倍から５０モル倍、更に好ましくは２モル倍から２
５モル倍である。ヒドラジン類の使用量が少なすぎると、一方のケトンのみヒドラゾン化
された化合物の割合が増加する。
【０１３７】
ヒドラジン類とインダセンジオン化合物（５）との反応における、反応の温度は、通常、
－７８℃から溶媒の沸点、好ましくは０℃から溶媒の沸点、更に好ましくは５０℃から溶
媒の沸点の範囲である。反応時間は特に制限されないが、通常、１分から２４時間である
。
【０１３８】
本反応を停止させる場合は、反応液に例えば、水、弱酸性水溶液などを添加する。反応停
止後、通常の後処理、例えば抽出、洗浄等の操作を行うことで、ジヒドラゾン化合物の粗
生成物を得ることができる。次の脱窒素過程の反応は、ジヒドラゾン化合物の粗生成物を
供しても良いし、晶析、各種クロマトグラフィーなどの操作をすることにより精製した後
、脱窒素工程の反応に供しても良い。
【０１３９】
インダセンジオン化合物（５）は、下記一般式（６）で表されるテレフタル酸化合物（以
下、テレフタル酸化合物と称する。）に酸性試薬を作用させることにより得ることができ
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る。

【０１４０】
　式（６）中、Ｒ１及びＲ６～Ｒ９は、同一又は相異なり、水素原子、置換されていても
よいアルキル、置換されていてもよいアルケニル、置換されていてもよいアルキニル、置
換されていてもよいアルコキシ、置換されていてもよいアルキルチオ、置換されていても
よいアリール、置換されていてもよいアリールオキシ、置換されていてもよいアリールチ
オ、置換されていてもよいアリールアルキル、置換されていてもよいアリールアルコキシ
、置換されていてもよいアリールアルキルチオ、置換されていてもよいアリールアルケニ
ル、置換されていてもよいアリールアルキニル、置換されていてもよいボリル、置換され
ていてもよいアミノ、置換されていてもよいシリル、置換されていてもよいシリルオキシ
、置換されていてもよいアリールスルフォニルオキシ、置換されていてもよいアルキルス
ルフォニルオキシ、置換されていてもよいヘテロアリール、置換されていてもよいヘテロ
アリールオキシ、置換されていてもよいヘテロアリールチオ、置換されていてもよいヘテ
ロアリールアルキル、置換されていてもよいヘテロアリールアルコキシ、置換されていて
もよいヘテロアリールアルキルチオ、置換されていてもよいヘテロアリールアルケニル、
置換されていてもよいヘテロアリールアルキニル、置換されていてもよいシクロアルキル
、ハロゲン、シアノ、ニトロ又はヒドロキシルであり、
　ｐは、０，１、又は２であり、
　Ｘは、同一又は相異なり、硫黄、酸素、セレン、テルル原子、ＳＯ２、Ｎ－Ｒ１０で表
される基であり、
　Ｒ１０は、水素原子、置換されていてもよいアルキル、置換されていてもよいアリール
、又は置換されていてもよいヘテロアリールである。
　但し、Ｒ１＝Ｈ、ｐ＝２、Ｒ７＝Ｒ９＝ｎ－ヘキシル、Ｒ６＝Ｒ８＝ｎ－ヘキシルもし
くは水素、Ｘ＝Ｓ、の場合は除く。
【０１４１】
　テレフタル酸化合物（６）の置換基について、さらに述べる。
　Ｒ１及びｐは、式（１）におけるＲ１及びｐ、の説明で記載したものと同じものが挙げ
られる。
　Ｒ６～Ｒ１０及びＸは、式（３）におけるＲ６～Ｒ１０及びＸの説明で記載したものと
同じものがあげられる。式（６）において、式（３）に関して好ましい化合物群として示
した化合物群と同様の置換基を有する化合物群が好ましい。
【０１４２】
　テレフタル酸化合物（６）のうち好ましい化合物群としては、以下のものが挙げられる
。
【０１４３】
・式（６）において、Ｒ１は水素原子、炭素数１～３０の置換されていてもよいアルキル
、炭素数２～３０の置換されていてもよいアルケニル、炭素数２～３０の置換されていて
もよいアルキニル、又は炭素数１～３０の置換されていてもよいアルコキシであり、
　Ｒ６～Ｒ９は、同一又は相異なり、水素原子、炭素数１～３０の置換されていてもよい
アルキル、炭素数２～３０の置換されていてもよいアルケニル、炭素数２～３０の置換さ
れていてもよいアルキニル、炭素数１～３０の置換されていてもよいアルコキシ、炭素数
６～３０の置換されていてもよいアリール、置換されていてもよいシリル、置換されてい
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　Ｘは、同一又は相異なり、硫黄、酸素、セレン、又はＳＯ２であるテレフタル酸化合物
。
　式（６）で表されるテレフタル酸化合物において、Ｒ６及びＲ８は、同一又は相異なり
、炭素数１～３０の置換されていてもよいアルキル、炭素数６～３０の置換されていても
よいアリール、置換されていてもよいヘテロアリール又はハロゲンであるテレフタル酸化
合物。
【０１４４】
・式（６）で表されるテレフタル酸化合物において、Ｒ１、Ｒ７、及びＲ９は、同一又は
相異なり、水素原子、メチル、又はエチルであるテレフタル酸化合物。
・式（６）のテレフタル酸化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１～Ｒ５、Ｒ７、
Ｒ９及びＲ１１～Ｒ１４が、それぞれ、水素原子であり、ｐ＝２であり、Ｒ６及びＲ８が
、炭素数１～２０のアルキル基又は炭素数１～２０のアルコキシ基であるテレフタル酸化
合物。
・式（６）のテレフタル酸化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１～Ｒ５、Ｒ７、
Ｒ９及びＲ１１～Ｒ１４が、それぞれ、水素原子であり、ｐ＝２であり、Ｒ６及びＲ８が
、５－（Ｃ１－２０アルキル）チオフェン－２－イルであるテレフタル酸化合物。
【０１４５】
・式（６）のテレフタル酸化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１～Ｒ５、Ｒ７、
Ｒ９及びＲ１１～Ｒ１４が、それぞれ、水素原子であり、ｐ＝２であり、Ｒ６及びＲ８が
、４－（Ｃ１－２０アルキル）フェニル－１－イル又は４－（Ｃ１－２０）アルコキシフ
ェニル－１－イルであるテレフタル酸化合物。
・式（６）で表されるテレフタル酸化合物において、Ｘが、硫黄原子であるテレフタル酸
化合物。
・式（６）で表されるテレフタル酸化合物において、Ｘが硫黄原子であり、Ｒ１、Ｒ７及
びＲ９が水素原子であり、ｐ＝２、且つＲ６及びＲ８がｎ－ヘキシルであるテレフタル酸
化合物。
【０１４６】
・式（６）で表されるテレフタル酸化合物において、Ｘが硫黄原子であり、Ｒ１、Ｒ７及
びＲ９が水素原子であり、ｐ＝２、且つＲ６及びＲ８が５－ｎ－ヘキシルチオフェン－２
－イルであるテレフタル酸化合物。
・式（６）で表されるテレフタル酸化合物において、Ｘが硫黄原子であり、Ｒ１、Ｒ７及
びＲ９が水素原子であり、ｐ＝２、且つＲ６及びＲ８が４－ｎ－ヘキシルフェニルである
テレフタル酸化合物。
【０１４７】
　テレフタル酸化合物としては、具体的には、下記一般式（６－１）～（６－３６）で表
される化合物が挙げられるが、これらに限定されるものではない。式中、ｎは同一又は相
異なり、０～３０の整数を表す。
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【０１５０】
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【０１５２】
　テレフタル酸化合物（６）としては、好ましくは、式（６－１）、（６－３）、（６－
５）、（６－７）、（６－９）、（６－１１）、（６－１３）、（６－１５）、（６－１
７）、（６－１９）、（６－２１）、（６－２３）、（６－２５）、（６－２７）、（６
－２９）、（６－３１）、（６－３３）、（６－３５）で表される化合物が挙げられ、さ
らに好ましくは、式（６－１）、（６－３）、（６－５）、（６－７）、（６－９）、（
６－１１）、（６－１３）、（６－１５）、（６－１７）、（６－１９）、（６－２１）
、（６－２３）、（６－２５）、（６－２７）、（６－２９）、（６－３１）で表される
化合物が挙げられる。
【０１５３】
　テレフタル酸化合物（６）の分子内アシル化反応の反応条件は、特に限定されないが、
例えば、上記文献「オーガニック　レターズ」（米国、２００２年、４巻、１３号、２１
５７－２１５９頁）に記載の通り、テレフタル酸化合物を硫酸中で攪拌することによりイ
ンダセンジオン化合物（５）を得ることができる。
【０１５４】
　使用する酸性試薬としては、例えば、ゼオライト、トリフルオロメタンスルホン酸、硫
酸、リン酸、ポリリン酸、五酸化二リン、三ハロゲン化アルミニウム、ランタノイドトリ
フラート、三塩化鉄、二塩化亜鉛、四塩化チタン、四塩化スズ、三塩化ビスマス、二塩化
水銀などが挙げられる。これらの試薬は単独で使用してもよいし、２種類以上を混合して
使用してもよい。
【０１５５】
　使用する溶媒の好ましいものとしては、ジクロロメタン、クロロホルム、ベンゼン、ク
ロロベンゼン、ニトロメタン、ニトロベンゼン、１，２－ジクロロエタン、トルエン、ジ
エチルエーテル、メチル－ｔ－ブチルエーテル、ＴＨＦ、１，３－ジオキソラン、１，３
－ジオキサン、１，４－ジオキサン、ジエチレングリコール、エチレングリコール、トリ
エチレングリコール、プロピレングリコール、ｎ－ブタノール、ｔ－ブタノール、ＤＭＳ
Ｏが挙げられ、さらに好ましくはベンゼン、クロロベンゼン、トルエン、ＴＨＦ、１，４
－ジオキサン、ジエチレングリコール、エチレングリコール、トリエチレングリコール、
ｎ－ブタノール、ｔ－ブタノール、ＤＭＳＯが挙げられる。これらの溶媒は単独で使用し
てもよいし、２種類以上を混合して使用してもよいし、溶媒を用いずに酸性試薬を用いて
もよい。
【０１５６】
　酸性試薬の使用量は、テレフタル酸化合物（６）に対して、通常、１．５モル倍以上、
好ましくは５モル倍以上である。酸性試薬の使用量が少なすぎると、片方のみ分子内アシ
ル化された化合物の割合が増加する。酸性試薬の溶液の濃度は特に限定されない。
【０１５７】
　酸性試薬とテレフタル酸化合物（６）との反応における、反応の温度は、通常、－７８
℃から２５０℃、好ましくは０℃から２２５℃、更に好ましくは２０℃から２００℃の範
囲である。反応時間は特に制限されないが、通常、１分から４８時間である。
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【０１５８】
　本反応を停止させる場合は、反応液に例えば、水、弱塩基性水溶液などを添加する。反
応停止後、通常の後処理、例えば抽出、洗浄等の操作を行うことで、インダセンジオン化
合物の粗生成物を得ることができる。次のヒドラゾン化反応は、インダセンジオン化合物
の粗生成物を供しても良いし、晶析、昇華、各種クロマトグラフィーなどの操作をするこ
とにより精製した後、ヒドラゾン化反応に供しても良い。
【０１５９】
　テレフタル酸化合物（６）は、下記一般式（７）で表されるテレフタル酸エステル化合
物（以下、テレフタル酸エステル化合物（７）と称する。）に塩基性試薬を作用させるこ
とにより得ることができる。

【０１６０】
　式（７）中、Ｒ１及びＲ６～Ｒ９は、同一又は相異なり、水素原子、置換されていても
よいアルキル、置換されていてもよいアルケニル、置換されていてもよいアルキニル、置
換されていてもよいアルコキシ、置換されていてもよいアルキルチオ、置換されていても
よいアリール、置換されていてもよいアリールオキシ、置換されていてもよいアリールチ
オ、置換されていてもよいアリールアルキル、置換されていてもよいアリールアルコキシ
、置換されていてもよいアリールアルキルチオ、置換されていてもよいアリールアルケニ
ル、置換されていてもよいアリールアルキニル、置換されていてもよいボリル、置換され
ていてもよいアミノ、置換されていてもよいシリル、置換されていてもよいシリルオキシ
、置換されていてもよいアリールスルフォニルオキシ、置換されていてもよいアルキルス
ルフォニルオキシ、置換されていてもよいヘテロアリール、置換されていてもよいヘテロ
アリールオキシ、置換されていてもよいヘテロアリールチオ、置換されていてもよいヘテ
ロアリールアルキル、置換されていてもよいヘテロアリールアルコキシ、置換されていて
もよいヘテロアリールアルキルチオ、置換されていてもよいヘテロアリールアルケニル、
置換されていてもよいヘテロアリールアルキニル、置換されていてもよいシクロアルキル
、ハロゲン、シアノ、ニトロ又はヒドロキシルであり、
　Ｒ１５及びＲ１６は、同一又は相異なり、置換されていてもよいアルキルであり、
　ｐは、０，１、又は２であり、
　Ｘは、同一又は相異なり、硫黄、酸素、セレン、テルル原子、ＳＯ２、Ｎ－Ｒ１０で表
される基であり、
　Ｒ１０は、水素原子、置換されていてもよいアルキル、置換されていてもよいアリール
、又は置換されていてもよいヘテロアリールである。
　但し、Ｒ１＝Ｒ６～Ｒ９＝Ｈ、ｐ＝２、Ｘ＝Ｓ、Ｒ１５＝Ｒ１６＝メチルもしくはエチ
ルの場合、及びＲ１＝Ｈ、ｐ＝２、Ｘ＝Ｓ、Ｒ７＝Ｒ９＝ｎ－ヘキシル、Ｒ６＝Ｒ８＝ｎ
－ヘキシルもしくはトリメチルシリルもしくは水素、Ｒ１５＝Ｒ１６＝メチルの場合は除
く。
【０１６１】
　テレフタル酸エステル化合物（７）の置換基について、さらに述べる。
　Ｒ１及びｐは、式（１）におけるＲ１及びｐの説明で記載したものと同じものがあげら
れる。
　Ｒ６～Ｒ１０及びＸについては、式（３）におけるＲ６～Ｒ１０及びＸについての説明
で記載したものと同じものがあげられ、式（７）のテレフタル酸エステル化合物において
、式（３）の化合物に関して好ましい化合物群として示した化合物群と同様の置換基を有
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する化合物群が好ましい。
　Ｒ１５及びＲ１６における、「置換されていてもよいアルキル」の「アルキル」として
は、上記Ｒ１で示した置換基と同じものが挙げられる。
【０１６２】
　式（７）のテレフタル酸エステル化合物のうち好ましい化合物群としては、以下のもの
が挙げられる。
【０１６３】
・式（７）のテレフタル酸エステル化合物において、
　Ｒ１は水素原子、炭素数１～３０の置換されていてもよいアルキル、炭素数２～３０の
置換されていてもよいアルケニル、炭素数２～３０の置換されていてもよいアルキニル、
又は炭素数１～３０の置換されていてもよいアルコキシであり、
　Ｒ６～Ｒ９は、同一又は相異なり、水素原子、炭素数１～３０の置換されていてもよい
アルキル、炭素数２～３０の置換されていてもよいアルケニル、炭素数２～３０の置換さ
れていてもよいアルキニル、炭素数１～３０の置換されていてもよいアルコキシ、炭素数
６～３０の置換されていてもよいアリール、置換されていてもよいシリル、置換されてい
てもよいヘテロアリール又はハロゲンであり、
　Ｘは、同一又は相異なり、硫黄、酸素、セレン、又はＳＯ２であり、
　Ｒ１５及びＲ１６は、同一又は相異なり、炭素数１～３０の置換されていてもよいアル
キルであるテレフタル酸エステル化合物。
【０１６４】
・式（７）のテレフタル酸エステル化合物において、
　Ｒ６及びＲ８は、同一又は相異なり、炭素数１～３０の置換されていてもよいアルキル
、炭素数６～３０の置換されていてもよいアリール、置換されていてもよいヘテロアリー
ル又はハロゲンであるテレフタル酸エステル化合物。
・式（７）のテレフタル酸エステル化合物において、
　Ｒ１、Ｒ７、及びＲ９は、同一又は相異なり、水素原子、メチル、又はエチルであるテ
レフタル酸エステル化合物。
【０１６５】
・式（７）のテレフタル酸エステル化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１～Ｒ５

、Ｒ７、Ｒ９及びＲ１１～Ｒ１４が、それぞれ、水素原子であり、ｐ＝２であり、Ｒ６及
びＲ８が、炭素数１～２０のアルキル基又は炭素数１～２０のアルコキシ基であるテレフ
タル酸エステル化合物。
・式（７）のテレフタル酸エステル化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１～Ｒ５

、Ｒ７、Ｒ９及びＲ１１～Ｒ１４が、それぞれ、水素原子であり、ｐ＝２であり、Ｒ６及
びＲ８が、５－（Ｃ１－２０アルキル）チオフェン－２－イルであるテレフタル酸エステ
ル化合物。
・式（７）のテレフタル酸エステル化合物において、Ｘが、硫黄原子であり、Ｒ１～Ｒ５

、Ｒ７、Ｒ９及びＲ１１～Ｒ１４が、それぞれ、水素原子であり、ｐ＝２であり、Ｒ６及
びＲ８が、４－（Ｃ１－２０アルキル）フェニル－１－イル又は４－（Ｃ１－２０）アル
コキシフェニル－１－イルであるテレフタル酸エステル化合物。
【０１６６】
・式（７）のテレフタル酸エステル化合物において、Ｘ＝Ｓであるテレフタル酸エステル
化合物。
・式（７）のテレフタル酸エステル化合物において、Ｘは硫黄原子を表し、Ｒ１、Ｒ７及
びＲ９は水素原子を表し、ｐは２であり、、Ｒ６及びＲ８はｎ－ヘキシルであり、且つＲ
１５及びＲ１６はメチルであるテレフタル酸エステル化合物。
・式（７）のテレフタル酸エステル化合物において、Ｘは、硫黄原子を表し、Ｒ１、Ｒ７

、及びＲ９は、水素原子を表し、ｐは２を表し、Ｒ６及びＲ８は５－ｎ－ヘキシルチオフ
ェン－２－イルを表し、且つＲ１５及びＲ１６はメチルであるテレフタル酸エステル化合
物。
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Ｒ９は水素電子を表し、ｐは、２であり、Ｒ６及びＲ８は、４－ｎ－ヘキシルフェニルで
あり、且つＲ１５及びＲ１６はメチルであるテレフタル酸エステル化合物。
【０１６７】
　テレフタル酸エステル化合物（７）としては、具体的には、下記一般式（７－）～（７
－）で表される化合物が挙げられるが、これらに限定されるものではない。式中、ｎは同
一又は相異なり、０～３０の整数を表す。

【０１６８】
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【０１７０】
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【０１７２】
　テレフタル酸エステル化合物（７）としては、好ましくは、式（７－１）、（７－３）
、（７－５）、（７－７）、（７－９）、（７－１１）、（７－１３）、（７－１５）、
（７－１７）、（７－１９）、（７－２１）、（７－２３）、（７－２５）、（７－２７
）、（７－２９）、（７－３１）、（７－３３）、（７－３５）で表される化合物が挙げ
られ、さらに好ましくは、式（７－１）、（７－３）、（７－５）、（７－７）、（７－
９）、（７－１１）、（７－１３）、（７－１５）、（７－１７）、（７－１９）、（７
－２１）、（７－２３）、（７－２５）、（７－２７）、（７－２９）、（７－３１）で
表される化合物が挙げられる。
【０１７３】
　テレフタル酸エステル化合物（７）の加水分解反応の反応条件は、特に限定されないが
、例えば、「ジャーナル　オブ　オーガニック　ケミストリー」（米国、２００７年、７
２巻、１７号、６３６４－６３７１頁）に記載の通り、テレフタル酸エステルと水酸化ナ
トリウムを水及びエタノール中で攪拌することにより、テレフタル酸化合物（６）を得る
ことができる。
【０１７４】
　使用する塩基性試薬としては、例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化バ
リウム、水酸化リチウム等が挙げられる。これらの試薬は単独で使用してもよいし、２種
類以上を混合して使用してもよい。
【０１７５】
　使用する溶媒としては、水、アセトン、メタノール、エタノール、ｎ－プロパノール、
イソプロパノール、ｎ－ブタノール、ＴＨＦ等の親水性溶媒等が挙げられる。これらの溶
媒は単独で使用してもよいし、２種類以上を混合して使用してもよい。
【０１７６】
　塩基性試薬の使用量は、テレフタル酸エステル化合物に対して、通常、１．５モル倍か
ら１００モル倍、好ましくは２モル倍から５０モル倍、更に好ましくは２モル倍から３０
モル倍である。塩基性試薬の使用量が少なすぎると、片方のみ加水分解された化合物の割
合が増加する。
【０１７７】
　塩基性試薬の溶液の濃度は特に限定されないが、通常溶媒１リットル当たり０．００１
モルから２０モル、好ましくは０．０１モルから１０モル、更に好ましくは０．１モルか
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ら５モルの範囲である。
【０１７８】
　酸性試薬とテレフタル酸エステル化合物との反応における、反応の温度は、通常、－７
８℃から２５０℃、好ましくは０℃から２２５℃、更に好ましくは２５℃から２００℃の
範囲である。反応時間は特に制限されないが、通常、１分から４８時間である。
【０１７９】
　本反応を停止させる場合は、反応液に例えば、水、希塩酸などを添加する。反応停止後
、通常の後処理、例えば抽出、洗浄等の操作を行うことで、テレフタル酸化合物の粗生成
物を得ることができる。次の分子内アシル化反応は、テレフタル酸化合物の粗生成物を供
しても良いし、晶析、昇華、各種クロマトグラフィーなどの操作をすることにより精製し
た後、分子内アシル化反応に供しても良い。
【０１８０】
　次に、有機薄膜デバイスについて説明する。本発明による有機薄膜デバイスは、有機薄
膜トランジスタ、すなわち、ジヒドロインダセン化合物又はインダセンジオン化合物を含
む有機半導体層を有する有機薄膜トランジスタを含んでいる。本発明によれば、高いキャ
リア移動度を有する有機薄膜トランジスタを含む有機薄膜デバイスを提供することができ
る。
【０１８１】
　本発明の有機トランジスタとしては、有機電界効果トランジスタが挙げられる。該有機
電界効果トランジスタの構造としては、通常は、図１に示すように、ソース電極１４及び
ドレイン電極１５が高分子からなる活性層（有機半導体層１６）に接して設けられており
、さらに活性層１６に接した絶縁層（誘電体層）（ゲート絶縁膜１３）を挟んでゲート電
極１２が設けられていればよい。その素子構造としては、例えば、以下の（１）～（３）
のような構造が挙げられる。
（１）基板／ゲート電極／絶縁体層／ソース電極・ドレイン電極／半導体層
（２）基板／半導体層／ソース電極・ドレイン電極／絶縁体層／ゲート電極
（３）基板／ソース電極（又はドレイン電極）／半導体層＋絶縁体層＋ゲート電極／ドレ
イン電極（又はソース電極）
（４）基板／ゲート電極／絶縁体層／半導体層／ソース電極・ドレイン電極
　このとき、ソース電極，ドレイン電極，ゲート電極は、それぞれ複数設けてもよい。ま
た、複数の半導体層を同一平面内に設けてもよいし、積層して設けてもよい。
【０１８２】
　本発明の有機半導体材料を有機半導体膜、有機半導体デバイス、有機薄膜トランジスタ
の半導体層に設置する方法としては、真空蒸着法、スパッタリング法、ＣＶＤ法、分子線
エピタキシャル成長法などの真空プロセスでの形成法が挙げられ、好ましくは真空蒸着法
が挙げられる。
【０１８３】
　真空蒸着法による有機半導体層の設置方法は、有機半導体材料をルツボや金属ボート中
で真空下、加熱し、蒸発した有機半導体材料を基板もしくは絶縁体材料に蒸着させる方法
である。蒸着時の真空度は、通常１×１０－１Ｐａ以下、好ましくは１×１０－３Ｐａ以
下である。蒸着時の基板温度は通常０℃～３００℃、好ましくは２０℃～２００℃である
。蒸着速度は、通常０．００１ｎｍ／ｓｅｃ～１０ｎｍ／ｓｅｃであり、好ましくは０．
０１ｎｍ／ｓｅｃ～１ｎｍ／ｓｅｃである。有機半導体材料から形成される有機半導体層
の膜厚は、通常１ｎｍ～１０μｍであり、好ましくは５ｎｍ～１μｍである。
【０１８４】
　また有機半導体膜の設置の方法として、溶液プロセスを用いてもよい。溶液プロセスは
、有機半導体材料を溶媒に溶解又は分散し、基板もしくは絶縁体層に塗布する方法である
。
塗布の方法としては、キャスティング法、ディップコート法、ダイコーター法、ロールコ
ーター法、バーコーター法、スピンコート法などの塗布法、インクジェット法、スクリー
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ン印刷法、オフセット印刷法、マイクロコンタクト印刷法などが挙げられる。これらの手
法は、単独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせてもよい。
【０１８５】
　本発明において、ソース電極、ドレイン電極及びゲート電極を形成する材料は導電性材
料であれば特に限定されず、白金、金、銀、ニッケル、クロム、銅、鉄、錫、アンチモン
鉛、タンタル、インジウム、パラジウム、テルル、レニウム、イリジウム、アルミニウム
、ルテニウム、ゲルマニウム、モリブデン、タングステン、酸化スズ・アンチモン、酸化
インジウム・スズ（ＩＴＯ）、フッ素ドープ酸化亜鉛、亜鉛、炭素、グラファイト、グラ
ッシーカーボン、銀ペースト及びカーボンペースト、リチウム、ベリリウム、ナトリウム
、マグネシウム、カリウム、カルシウム、スカンジウム、チタン、マンガン、ジルコニウ
ム、ガリウム、ニオブ、ナトリウム、ナトリウム－カリウム合金、マグネシウム、リチウ
ム、アルミニウム、マグネシウム／銅混合物、マグネシウム／銀混合物、マグネシウム／
アルミニウム混合物、マグネシウム／インジウム混合物、アルミニウム／酸化アルミニウ
ム混合物、リチウム／アルミニウム混合物等が用いられるが、特に、白金、金、銀、銅、
アルミニウム、インジウム、ＩＴＯ、炭素が好ましい。あるいはドーピング等で導電率を
向上させた公知の導電性ポリマー、例えば、導電性ポリアニリン、導電性ポリピロール、
導電性ポリチオフェン、ポリエチレンジオキシチオフェンとポリスチレンスルホン酸の錯
体等も好適に用いられる。中でも半導体層との接触面において電気抵抗が少ないものが好
ましい。これらの電極材料は単独で使用してもよいし、２種類以上を混合して使用しても
よい。電極の膜厚は、材料によっても異なるが、通常０．１ｎｍ～１０μｍであり、好ま
しくは０．５ｎｍ～５μｍであり、より好ましくは１ｎｍ～３μｍである。また、ゲート
電極と基板を兼ねる場合は上記の膜厚より大きくてもよい。
【０１８６】
　電極膜の形成方法としては、上記を原料として種々の方法を用いることができる。具体
的には、真空蒸着法、スパッタ法、塗布法、熱転写法、印刷法、ゾルゲル法などが挙げら
れる。成膜時又は成膜後に、パターニングを必要に応じて行うことが好ましい。パターニ
ングの方法としても、種々の方法を用いることができる。具体的には、フォトレジストの
パターニングとエッチングを組み合わせたフォトリソグラフィー法などが挙げられる。ま
た、インクジェット印刷、スクリーン印刷、オフセット印刷、凸版印刷などの印刷法、マ
イクロコンタクトプリンティング法などのソフトリソグラフィーの手法なども挙げられる
。
これらの手法は単独で用いてもよいし、２種類以上を混合してパターニングを行うことも
可能である。
【０１８７】
　ゲート絶縁層としては種々の絶縁膜を用いることができる。無機酸化物としては、酸化
ケイ素、酸化アルミニウム、酸化タンタル、酸化チタン、酸化スズ、酸化バナジウム、チ
タン酸バリウムストロンチウム、ジルコニウム酸チタン酸バリウム、ジルコニウム酸チタ
ン酸鉛、チタン酸鉛ランタン、チタン酸ストロンチウム、チタン酸バリウム、フッ化バリ
ウムマグネシウム、チタン酸ビスマス、チタン酸ストロンチウムビスマス、タンタル酸ス
トロンチウムビスマス、タンタル酸ニオブ酸ビスマス、トリオキサイドイットリウムなど
が挙げられ、好ましいのは、酸化ケイ素、酸化アルミニウム、酸化タンタル、酸化チタン
である。窒化ケイ素、窒化アルミニウム等の無機窒化物が挙げられる。有機化合物皮膜と
しては、ポリイミド、ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリレート、光ラジカル重合系
、光カチオン重合系の光硬化性樹脂、アクリロニトリル成分を含有する共重合体、ポリビ
ニルフェノール、ポリビニルアルコール、ノボラック樹脂、シアノエチルプルランなどが
挙げられ、好ましいのは、ポリイミド、ポリビニルフェノール、ポリビニルアルコールが
挙げられる。これらの絶縁層材料は単独で使用してもよいし、２種類以上を組み合わせて
使用してもよい。絶縁層の膜厚は、材料によっても異なるが、通常０．１ｎｍ～１００μ
ｍであり、好ましくは０．５ｎｍ～５０μｍであり、より好ましくは５ｎｍ～１０μｍで
ある。
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【０１８８】
　絶縁層の形成方法としては、上記を原料として種々の方法を用いることができる。具体
的には、スピンコーティング、スプレーコーティング、ディップコーティング、キャスト
、バーコート、ブレードコーティングなどの塗布法、スクリーン印刷、オフセット印刷、
インクジェットなどの印刷法、真空蒸着法、分子線エピタキシャル成長法、イオンクラス
タービーム法、イオンプレーティング法、スパッタリング法、大気圧プラズマ法、ＣＶＤ
法などのドライプロセス法が挙げられる。その他、ゾルゲル法やアルミニウム上のアルマ
イト、シリコンの熱酸化膜のように金属上に酸化物膜を形成する方法などが挙げられる。
【０１８９】
　基板材料としては、ガラス、紙、石英、セラミック、フレキシブルな樹脂製シートなど
が挙げられる。樹脂フィルムとしては、具体的には、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥ
Ｔ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリエーテルスルホン（ＰＥＳ）、ポリエ
ーテルイミド、ポリエーテルエーテルケトン、ポリフェニレンスルフィド、ポリアリレー
ト、ポリイミド、ボリカーボネート（ＰＣ）、セルローストリアセテート（ＴＡＣ）、セ
ルロースアセテートプロピオネート（ＣＡＰ）などが挙げられる。基板の厚さとしては、
通常１μｍ～１０ｍｍであり、好ましくは５μｍ～５ｍｍである。
【０１９０】
　有機半導体層と接触する絶縁体層や基板の部分において、絶縁体層や基板上に表面処理
を行ってもよい。有機半導体層が積層される絶縁体層上に表面処理を行うことにより、素
子のトランジスタ特性を向上させることができる。表面処理としては、具体的には、ヘキ
サメチルジシラザン、オクタデシルトリクロロシラン、オクチルトリクロロシランなどに
よる疎水化処理、塩酸、硫酸、過酸化水素水などによる酸処理、水酸化ナトリウム、水酸
化カリウム、水酸化カルシウム、アンモニアなどによるアンモニア処理、オゾン処理、フ
ッ素化処理、酸素やアルゴンなどのプラズマ処理、ラングミュラー・ブロジェット膜の形
成処理、その他の絶縁体や半導体の薄膜の形成処理、機械的処理、コロナ放電などの電気
的処理、繊維などを利用したラビング処理などが挙げられる。
【０１９１】
　表面処理を行う方法としては、例えば、真空蒸着法、スパッタ法、塗布法、印刷法、ゾ
ルゲル法などが挙げられる。
【０１９２】
　また、有機半導体層上に樹脂もしくは無機化合物からなる保護膜を設けてもよい。保護
膜の形成により、外気の影響を抑制してトランジスタの駆動を安定化することができる。
【実施例】
【０１９３】
　以下、本発明を実験例によりさらに詳しく説明するが、本発明はこれらの実験例に限定
されるものではない。
【０１９４】
［実施例１］
＜２，５－ビス（５－ヘキシル－２－チエニル）テレフタル酸ジメチル（化合物３）の製
造＞

【０１９５】
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　文献（Ｍａｃｒｏｍｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ，１９９９，３２，２４５５．）の方法に従
って合成したｐ－ジブロモテレフタル酸メチル（化合物１）（９．８６ｇ、２８ｍｍｏｌ
）、文献（Ｏｒｇ．Ｌｅｔｔ．２００６，８，４０７１．）の方法に従って合成した２－
ヘキシルチオフェン－５－ボロン酸ナトリウム（化合物２）（１５．５ｇ、６１．６ｍｍ
ｏｌ）、ＰｄＣｌ２（ｄｐｐｆ）・ＣＨ２Ｃｌ２（１．８３ｇ、２．２４ｍｍｏｌ）、及
びトルエン（１Ｌ）の混合液を窒素雰囲気下で９時間還流させた。室温まで放冷した後、
反応混合液に水を加え、クロロホルムにより抽出した。得られた有機層を硫酸ナトリウム
で乾燥し、ろ過後、溶媒を減圧下留去した。得られた混合物をシリカゲルカラムクロマト
グラフィーで分離精製することにより、２，５－ビス（５－ヘキシル－２－チエニル）テ
レフタル酸ジメチル（化合物３）（１０．８ｇ、２０．５ｍｍｏｌ）を収率７３％で得た
。
【０１９６】
　２，５－ビス（５－ヘキシル－２－チエニル）テレフタル酸ジメチル（化合物３）の物
性は以下の通りであった。
　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３、δｐｐｍ）：７．６１（ｓ、２Ｈ）、７．０６（ｄ、２Ｈ
）、６．８６（ｄ、２Ｈ）、３．７６（ｓ、６Ｈ）、２．８２（ｔ、４Ｈ）、１．６３－
１．８０（ｍ、４Ｈ）、１．２８－１．４５（ｍ、１２Ｈ）、０．９０（ｔ、６Ｈ）
【０１９７】
［実施例２］
＜２，５－ビス（５－ヘキシル－２－チエニル）テレフタル酸（化合物４）の製造＞

２，５－ビス（５－ヘキシル－２－チエニル）テレフタル酸ジメチル（化合物３）（１０
．０ｇ、１９．０ｍｍｏｌ）、水酸化カリウム（２１．３ｇ、３８０ｍｍｏｌ）、ブタノ
ール（０．６Ｌ）を１５時間還流した。室温まで放冷した後、反応混合液に希塩酸を加え
た。生じた沈殿物をろ過し、水で洗浄し、減圧下６０℃で乾燥することにより、２，５－
ビス（５－ヘキシル－２－チエニル）テレフタル酸（化合物４）（８．２８ｇ、１６．６
ｍｍｏｌ）を収率８７％で得た。
【０１９８】
　２，５－ビス（５－ヘキシル－２－チエニル）テレフタル酸（化合物４）の物性は以下
の通りであった。
　１Ｈ－ＮＭＲ（ＤＭＳＯ－ｄ６、δｐｐｍ）：１３．３９（ｓ、２Ｈ）、７．６１（ｓ
、２Ｈ）、７．０６（ｄ、２Ｈ）、６．８６（ｄ、２Ｈ）、２．８１（ｔ、４Ｈ）、１．
６４－１．７５（ｍ、４Ｈ）、１．２５－１．４４（ｍ、１２Ｈ）、０．８７（ｔ、６Ｈ
）
【０１９９】
［実施例３］
＜２，７－ジヘキシルチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダセノ［１，２－ｂ］
チオフェン－４，９－ジオン（化合物５）の製造＞

【０２００】
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　２，５－ビス（５－ヘキシル－２－チエニル）テレフタル酸（化合物４）（６．２８ｇ
、１２．６ｍｍｏｌ）、ポリリン酸（ＰＰＡ）（１２６ｍＬ）の混合物を１４０℃で９時
間攪拌した。０℃に冷やして水を滴下し、クロロホルムにより抽出した。得られた有機層
を１０％水酸化ナトリウム水溶液と水で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥し、ろ過後、溶媒
を減圧下留去した。得られた混合物をシリカゲルカラムクロマトグラフィーで分離精製す
ることにより、２，７－ジヘキシルチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダセノ［
１，２－ｂ］チオフェン－４，９－ジオン（化合物５）（４．４８ｇ、９．６８ｍｍｏｌ
）を収率７７％で得た。
【０２０１】
　２，７－ジヘキシルチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダセノ［１，２－ｂ］
チオフェン－４，９－ジオン（化合物５）の物性は以下の通りであった。
　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３、δｐｐｍ）：７．８０（ｓ、２Ｈ）、７．１２（ｓ、２Ｈ
）、２．７８（ｔ、４Ｈ）、１．６２－１．７３（ｍ、４Ｈ）、１．２６－１．４１（ｍ
、１２Ｈ）、０．９０（ｔ、６Ｈ）
　１３Ｃ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３、δｐｐｍ）：１８６．０、１５５．２、１５１．４、１
４０．６、１３９．７、１３９．６、１２６．２、１２５．２、１２４．５、１１７．９
、１１３．７、３１．４、３１．１、３０．５、３０．１、２８．６、２２．５、１４．
０
　ＨＲＭＳ（ＡＰＰＩ＋）：ｃａｌｃｄ　ｆｏｒ　Ｃ２８Ｈ３１Ｏ２Ｓ２、４６３．１７
６０；ｆｏｕｎｄ　４６３．１７４５
【０２０２】
［実施例４］
＜２，７－ジヘキシル－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダ
セノ［１，２－ｂ］チオフェン（化合物６）の製造＞

【０２０３】
　２，７－ジヘキシルチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダセノ［１，２－ｂ］
チオフェン－４，９－ジオン（化合物５）（４．１８ｇ、９．０３ｍｍｏｌ）、ヒドラジ
ン一水和物（４．６５ｍＬ、９５．７ｍｍｏｌ）、ジエチレングリコール（１８０ｍＬ）
の混合物を、８０℃で１時間、続いて１８０℃で１時間攪拌した。混合液を１６０℃で加
熱し、水酸化カリウム水溶液（２．１４Ｍ、４３．１ｍＬ）で滴下し、２時間還流した。
室温まで放冷した後、反応混合液に水を加え、クロロホルムで抽出した。得られた有機層
を硫酸ナトリウムで乾燥し、ろ過後、溶媒を減圧下留去した。得られた混合物をシリカゲ
ルカラムクロマトグラフィーで分離精製することにより、２，７－ジヘキシル－４，９－
ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダセノ［１，２－ｂ］チオフェン（
化合物６）（１．５４ｇ、３．５４ｍｍｏｌ）を収率３９％で得た。
【０２０４】
　２，７－ジヘキシル－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダ
セノ［１，２－ｂ］チオフェン（化合物６）の物性は以下の通りであった。
　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３、δｐｐｍ）：７．４９（ｓ、２Ｈ）、６．８０（ｓ、２Ｈ
）、３．６５（ｓ、４Ｈ）、２．８７（ｔ、４Ｈ）、１．６６－１．７７（ｍ、４Ｈ）、
１．２６－１．４６（ｍ、１２Ｈ）、０．９０（ｔ、６Ｈ）
　ｅｌｅｍｅｎｔａｌ　ａｎａｌ：ｃａｌｃｄ　ｆｏｒ　Ｃ２８Ｈ３１Ｏ２Ｓ２：Ｃ７７
．３６、Ｈ７．８８；ｆｏｕｎｄ　Ｃ７７．２９、Ｈ７．７７
【０２０５】
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［実施例５］
＜２，５－ビス（２－チエニル）テレフタル酸ジメチル（化合物８）の製造＞

【０２０６】
　文献（Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ，１９９９，３２，２４５５．）の方法に従って
合成したｐ－ジブロモテレフタル酸メチル（化合物１）（６５．１ｇ、１８５ｍｍｏｌ）
、チオフェン－２－ボロン酸（化合物７）（東京化成製）（７１．０ｇ、５５５ｍｍｏｌ
）、ＰｄＣｌ２（ｄｐｐｆ）２・ＣＨ２Ｃｌ２（１５．１ｇ、１８．５ｍｍｏｌ）、炭酸
カリウム（８４．４ｇ、６１０ｍｍｏｌ）、及びトルエン（６．５Ｌ）の混合液を窒素雰
囲気下で６時間還流させた。室温まで放冷した後、反応混合液に水を加え、クロロホルム
により抽出した。得られた有機層を硫酸ナトリウムで乾燥し、ろ過後、溶媒を減圧下留去
した。得られた混合物をヘキサンとクロロホルムを用いて再結晶することにより、２，５
－ビス（２－チエニル）テレフタル酸ジメチル（化合物８）（４５．９ｇ、１２８ｍｍｏ
ｌ）を収率６９％で得た。
【０２０７】
　２，５－ビス（２－チエニル）テレフタル酸ジメチル（化合物８）の物性は以下の通り
であった。
　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３、δｐｐｍ）：７．８２（ｓ、２Ｈ）、７．３８（ｄｄ、２
Ｈ）、７．０７－７．１２（ｍ、４Ｈ）、３．７８（ｓ、６Ｈ）
【０２０８】
［実施例６］
＜２，５－ビス（５－ブロモ－２－チエニル）テレフタル酸ジメチル（化合物９）の製造
＞

【０２０９】
　２，５－ビス（２－チエニル）テレフタル酸ジメチル（化合物８）（４０．０ｇ、１１
２ｍｍｏｌ）、ベンゾイルパーオキサイド（ＢＰＯ）（触媒量）、Ｎ－ブロモスクシンイ
ミド（ＮＢＳ）（５９．６ｇ、３３５ｍｍｏｌ）、及びクロロホルム（８．３Ｌ）の混合
物を攪拌した。１２時間後、Ｎ－ブロモスクシンイミド（ＮＢＳ）（４５．０ｇ、２５３
ｍｍｏｌ）とＢＰＯ（触媒量）を混合物に追加し、さらに１２時間攪拌した。エタノール
（２．８Ｌ）を加え、クロロホルムのみを留去した。混合物にエタノール（２．８Ｌ）を
加え、超音波洗浄器に１０分間あてた後に濾過し、次に水で濾物を洗浄した。得られた固
体を乾燥し、２，５－ビス（５－ブロモ－２－チエニル）テレフタル酸ジメチル（化合物
９）（３２．８ｇ、６３．４ｍｍｏｌ）を粗収率５７％で得た。
【０２１０】
　２，５－ビス（５－ブロモ－２－チエニル）テレフタル酸ジメチル（化合物９）の物性
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は以下の通りであった。
　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３、δｐｐｍ）：７．７８（ｓ、２Ｈ）、７．０４（ｄ、２Ｈ
）、６．８６（ｄ、２Ｈ）、３．８１（ｓ、６Ｈ）
【０２１１】
［実施例７］
＜化合物１１の製造＞

【０２１２】
　２，５－ビス（５－ブロモ－２－チエニル）テレフタル酸ジメチル（化合物９）（２０
．０ｇ、３８．７ｍｍｏｌ）、文献（Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ　Ｌｅｔｔ．２００６，４
７，８３１３．）の方法に従って合成した２－（４－ヘキシル－フェニル）－４，４，５
，５－テトラメチル［１，３，２］ジオキサボラン（化合物１０）（２４．６ｇ、８５．
２ｍｍｏｌ）、ＰｄＣｌ２（ｄｐｐｆ）・ＣＨ２Ｃｌ２（６．３ｇ、７．７ｍｍｏｌ）、
炭酸カリウム（８１３．４ｇ、９６．９ｍｍｏｌ）、水（４００ｍＬ）、及びＴＨＦ（２
．０Ｌ）の混合液を窒素雰囲気下で９時間還流させた。室温まで放冷した後、反応混合液
に水を加え、クロロホルムにより抽出した。得られた有機層を硫酸マグネシウムで乾燥し
、ろ過後、溶媒を減圧下留去した。得られた混合物をシリカゲルカラムクロマトグラフィ
ー（クロロホルム：ヘキサン＝２：１）で分離精製することにより、化合物１１（１１．
６ｇ、１７．１ｍｍｏｌ）を収率４４％で得た。
【０２１３】
　化合物１１の物性は以下の通りであった。
　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３、δｐｐｍ）：７．８５（ｓ、２Ｈ）、７．５４（ｄ、４Ｈ
）、７．１９－７．２９（ｍ、６Ｈ）、７．０１（ｄ、２Ｈ）、３．８２（ｓ、６Ｈ）、
２．６３（ｔ、４Ｈ）、１．５６－１．６５（ｍ、４Ｈ）、１．２４－１．３３（ｍ、１
２Ｈ）、０．８９（ｔ、６Ｈ）
【０２１４】
［実施例８］
＜化合物１２の製造＞

【０２１５】
　化合物１１（１０．０ｇ、１４．７ｍｍｏｌ）、水酸化カリウム（１．８２ｇ、３２．
４ｍｍｏｌ）、ブタノール（０．２５Ｌ）を８時間還流した。室温まで放冷した後、水（
０．８Ｌ）を加え、ブタノールのみを留去した。得られた混合物に塩酸を沈殿が生じなく
なるまで滴下し、濾過した。濾物を水で洗浄し、減圧下で８０℃・２時間乾燥することに
より、化合物１２（８．５６ｇ、１３．２ｍｍｏｌ）を収率７７％で得た。
【０２１６】
　化合物１２の物性は以下の通りであった。
　１Ｈ－ＮＭＲ（ＤＭＳＯ－ｄ６、δｐｐｍ）：７．７６（ｓ、２Ｈ）、７．５９（ｄ、
４Ｈ）、７．４９（ｄ、２Ｈ）、７．２４－７．２７（ｍ、６Ｈ）、２．５９（ｔ、４Ｈ
）、１．５５－１．６０（ｍ、４Ｈ）、１．２７－１．２８（ｍ、１２Ｈ）、０．８５（
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【０２１７】
［実施例９］
＜化合物１３の製造＞

【０２１８】
　文献（Ｊ．Ａｍ．Ｃｈｅｍ．Ｓｏｃ．２００１，１２３，４７６３．）の方法に従って
準備したスーパーポリリン酸（ｓｕｐｅｒ　ＰＰＡ）（ＰＰＡ：５２．２ｍＬ、五酸化二
リン：１８．１ｇ）に、化合物１２（１．７０ｇ、２．６１ｍｍｏｌ）を添加し、１５０
℃で４２時間攪拌した。０℃に冷やした混合物に氷を発熱が収まるまで入れた。さらにク
ロロホルムを注加し、セライト濾過後に、得られた濾液を１０％水酸化ナトリウム水溶液
と水で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥し、ろ過した。濾液の溶媒を減圧下留去することに
より、化合物１３（１．０３ｇ、１．６７ｍｍｏｌ）を収率６４％で得た。
【０２１９】
　化合物１３の物性は以下の通りであった。
　ＨＲＭＳ（ＥＩ＋）：ｃａｌｃｄ　ｆｏｒ　Ｃ４０Ｈ３８Ｏ２Ｓ２、６１４．２３９６
９；ｆｏｕｎｄ　６１４．２３１３２
【０２２０】
［実施例１０］
＜化合物１４の製造＞

【０２２１】
　化合物１３（１．１９ｇ、１．８３ｍｍｏｌ）、ヒドラジン一水和物（０．８６ｍＬ、
１７．８ｍｍｏｌ）、ジエチレングリコール（３２ｍＬ）の混合物を、８０℃で１時間、
続いて１８０℃で４時間攪拌した。混合液を室温まで放冷し、水酸化カリウム水溶液（４
．３Ｍ、４ｍＬ）で滴下し、２７時間還流した。室温まで放冷した後、反応混合液に水を
加えて濾過し、濾物を水で洗浄した。濾物をクロロホルムに溶解させ、水を加えて抽出し
た。得られた有機層を硫酸マグネシウムで乾燥し、濾過後、溶媒を減圧下留去することに
より、化合物１４（０．２３ｇ、０．３９ｍｍｏｌ）を収率２４％で得た。
【０２２２】
　化合物１４の物性は以下の通りであった。
　ＨＲＭＳ（ＡＰＰＩ＋）：ｃａｌｃｄ　ｆｏｒ　Ｃ４０Ｈ４３Ｓ２［Ｍ＋Ｈ］、５８７
．２７９１；ｆｏｕｎｄ　５８７．２８００
【０２２３】
［実施例１１］
＜化合物１５の製造＞
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【０２２４】
　文献（Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ，１９９９，３２，２４５５．）の方法に従って
合成したｐ－ジブロモテレフタル酸メチル（化合物１）（１０．６ｇ、３０．０ｍｍｏｌ
）、化合物１５（Ａｌｄｒｉｃｈ社製）（２４．８ｇ、６６．０ｍｍｏｌ）、ＰｄＣｌ２

（ｄｐｐｆ）・ＣＨ２Ｃｌ２（２．４５ｇ、３．００ｍｍｏｌ）、炭酸カリウム（１３．
７ｇ、１３．７ｍｍｏｌ）、水（６０ｍＬ）、及びＴＨＦ（１．２Ｌ）の混合液を窒素雰
囲気下で１６時間還流させた。室温まで放冷した後、反応混合液に水を加え、クロロホル
ムにより抽出した。得られた有機層を硫酸ナトリウムで乾燥し、濾過後、溶媒を減圧下留
去した。得られた混合物をシリカゲルカラムクロマトグラフィーで分離精製することによ
り、化合物１６（７．８９ｇ、１５．０ｍｍｏｌ）を収率５０％で得た。
【０２２５】
　化合物１６の物性は以下の通りであった。
　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３、δｐｐｍ）：７．８１（ｓ、２Ｈ）、７．０６（ｄ、２Ｈ
）、６．９７－７．０４（ｍ、４Ｈ）、６．７０（ｄ、２Ｈ）、３．６４（ｓ、６Ｈ）、
２．８０（ｔ、４Ｈ）、１．５６－１．６３（ｍ、４Ｈ）、１．３２－１．４１（ｍ、１
２Ｈ）、０．９０（ｔ、６Ｈ）
【０２２６】
［実施例１２］
＜化合物１７の製造＞

【０２２７】
　化合物１６（１５．８ｇ、２２．９ｍｍｏｌ）、水酸化カリウム（２．８３ｇ、５０．
４ｍｍｏｌ）、ブタノール（０．４０Ｌ）を５時間還流した。室温まで放冷した後、塩酸
を沈殿が生じなくなるまで滴下し、濾過した。濾物を水で洗浄し、減圧下で８０℃・２時
間乾燥することにより、化合物１７（２０．０ｇ、１３．３ｍｍｏｌ）を収率９０％で得
た。
【０２２８】
　化合物１７の物性は以下の通りであった。
　１Ｈ－ＮＭＲ（ＤＭＳＯ－ｄ６、δｐｐｍ）：７．７６（ｓ、２Ｈ）、７．１４－７．
２６（ｍ、６Ｈ）、６．８３（ｄ、２Ｈ）、２．８０（ｔ、４Ｈ）、１．６０－１．６６
（ｍ、４Ｈ）、１．２３－１．３４（ｍ、１２Ｈ）、０．８２（ｔ、６Ｈ）
【０２２９】
［実施例１３］
＜化合物１８の製造＞
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【０２３０】
　化合物１７（９．９４ｇ、１５．０ｍｍｏｌ）、ポリリン酸（ＰＰＡ）（１５０ｍＬ）
の混合物を１８０℃で１６時間攪拌した。０℃に冷やして水を滴下し、クロロホルムによ
り抽出した。得られた有機層を１０％水酸化ナトリウム水溶液と水で洗浄し、硫酸ナトリ
ウムで乾燥した。硫酸ナトリウムをろ過後、溶媒を減圧下留去することにより、化合物１
８（５．５２ｇ、８．８５ｍｍｏｌ）を収率５９％で得た。
【０２３１】
　化合物１８の物性は以下の通りであった。
　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３、δｐｐｍ）：７．１６（ｓ、２Ｈ）、７．０７（ｓ、２Ｈ
）、７．０２（ｄ、２Ｈ）、６．７０（ｄ、２Ｈ）、２．８０（ｔ、４Ｈ）、１．６３－
１．７１（ｍ、４Ｈ）、１．３１－１．３８（ｍ、１２Ｈ）、０．９０（ｔ、６Ｈ）
【０２３２】
［実施例１４］
＜化合物１９の製造＞

【０２３３】
　化合物１８（０．３０ｇ、０．４８ｍｍｏｌ）、ヒドラジン一水和物（０．２５ｍＬ、
５．０９ｍｍｏｌ）、ジエチレングリコール（１０ｍＬ）の混合物を、８０℃で１時間、
続いて１８０℃で３時間攪拌した。室温まで放冷した後、反応混合液に水を加え、クロロ
ホルムで抽出した。得られた有機層を硫酸ナトリウムで乾燥し、ろ過後、溶媒を減圧下留
去して赤色固体（１３０ｍｇ）を得た。この赤色固体に、ジエチレングリコール（１０ｍ
Ｌ）、水酸化カリウム水溶液（０．８１Ｍ、２．５ｍＬ）を加え、５時間還流した。室温
まで放冷した後、反応混合液に水を加えて濾過して濾物を水で洗浄し、真空下で乾燥した
。得られた固体をシリカゲルカラムクロマトグラフィーで分離精製することにより、化合
物１９（０．１ｇ、０．１７ｍｍｏｌ）を収率３５％で得た。
【０２３４】
　化合物１９の物性は以下の通りであった。
　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３、δｐｐｍ）：７．５３（ｓ、２Ｈ）、７．１２（ｓ、２Ｈ
）、７．０１（ｄ、２Ｈ）、６．６９（ｄ、２Ｈ）、３．７５（ｓ、４Ｈ）、２．８０（
ｔ、４Ｈ）、１．６４－１．７５（ｍ、４Ｈ）、１．２６－１．４２（ｍ、１２Ｈ）、０
．９０（ｔ、６Ｈ）
【０２３５】
［実施例１５］
＜２，７－ジヘキシル－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダ
セノ［１，２－ｂ］チオフェン（化合物６）の真空蒸着膜を有機半導体層とする有機トラ
ンジスタの製造＞
【０２３６】
　オクタデシルトリクロロシラン処理を行った５０ｎｍのＳｉＯ２熱酸化膜付きｎドープ
シリコンウエハー上に金属マスクを用いて、チタンを５ｎｍ、さらに金を２５ｎｍ蒸着し
た。次に合成した２，７－ジヘキシル－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６，
５］ｓ－インダセノ［１，２－ｂ］チオフェン（化合物６）を真空蒸着することにより、
２，７－ジヘキシル－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダセ
ノ［１，２－ｂ］チオフェン（化合物６）からなる有機半導体層を形成した。ここで、２
，７－ジヘキシル－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダセノ
［１，２－ｂ］チオフェン（化合物６）からなる有機半導体層は以下の条件下で形成した
。
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　真空蒸着法に用いた装置チェンバ内の真空度は、１×１０－４パスカル以下であった。
基板の温度は、室温（２４℃）以上８０℃以下の範囲であった。昇華により精製した２，
７－ジヘキシル－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダセノ［
１，２－ｂ］チオフェン（化合物６）をタングステン製のボートに入れ、ボートの末端を
加熱した。有機半導体層の膜厚は、約４０ｎｍであった。
【０２３７】
　最後に、金属マスクを用いて膜厚３０ｎｍの金の層を真空蒸着法で上記有機半導体層上
に成膜して、ソース電極及びドレイン電極を形成した。ここで、ソース電極及びドレイン
電極を形成することによって得られた有機トランジスタのチャネル幅及びチャネル長は、
それぞれ、５００μｍ以上１０００μｍ以下及び５０μｍであった。
【０２３８】
　このようにして、図１に示すような２，７－ジヘキシル－４，９－ジヒドロチオフェノ
［２’，３’－６，５］ｓ－インダセノ［１，２－ｂ］チオフェン（化合物６）の真空蒸
着膜を有機半導体層とする有機トランジスタを製造することができた。
【０２３９】
［実施例１６］
＜２，７－ジヘキシル－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダ
セノ［１，２－ｂ］チオフェン（化合物６）の真空蒸着膜を有機半導体層とする有機トラ
ンジスタに関する測定＞
【０２４０】
　製造した２，７－ジヘキシル－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ
－インダセノ［１，２－ｂ］チオフェン（化合物６）からなる有機半導体層を有する有機
トランジスタの電気特性を測定した。測定結果を図２に示す。図２に示されるように、あ
るゲート電圧（Ｖｇ）において、ドレイン電圧（Ｖｄ）に対するドレイン電流（Ｉｄ）の
変化曲線は、良好であり、低いドレイン電圧における線形領域（電圧比例領域）及び高い
ドレイン電圧における飽和領域を有していた。また、ゲート電極に印加する負のゲート電
圧を増加させると、負のドレイン電流も増加することから、製造した２，７－ジヘキシル
－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダセノ［１，２－ｂ］チ
オフェン（化合物６）からなる有機半導体層を有する有機トランジスタは、ｐ型の有機ト
ランジスタであることを確認することができた。さらに、有機トランジスタのキャリアの
電界効果移動度μは、有機トランジスタの電気的特性の飽和領域におけるドレイン電流Ｉ
ｄを表す下記式（ａ）を用いて算出することができる。
　式
　Ｉｄ＝（Ｗ／２Ｌ）μＣｉ（Ｖｇ－Ｖｔ）２・・・（ａ）
【０２４１】
　式（ａ）において、Ｌ及びＷは、それぞれ、有機トランジスタのゲート長及びゲート幅
であり、Ｃｉは、ゲート絶縁膜の単位面積当たりの容量であり、Ｖｇは、ゲート電圧であ
り、Ｖｔは、ゲート電圧のしきい値電圧である。式（ａ）を用いて、製造した２，７－ジ
ヘキシル－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダセノ［１，２
－ｂ］チオフェン（化合物６）からなる有機半導体層を有する有機トランジスタのキャリ
アの電界効果移動度μを計算した結果、基板の温度８０℃で製造した２，７－ジヘキシル
－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダセノ［１，２－ｂ］チ
オフェン（化合物６）からなる有機半導体層を有する有機トランジスタにおけるキャリア
の電界効果移動度及びオン／オフ比は、０．０７８ｃｍ２／Ｖｓ及び１０８であった。
【０２４２】
［実施例１７］
＜２，７－ジヘキシル－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダ
セノ［１，２－ｂ］チオフェン（化合物６）のスピンコート膜を有機半導体層とする有機
トランジスタの製造＞
【０２４３】
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　オクタデシルトリクロロシラン処理を行ったＳｉＯ２熱酸化膜付きｎドープシリコンウ
エハー上に合成した２，７－ジヘキシル－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６
，５］ｓ－インダセノ［１，２－ｂ］チオフェン（化合物６）の０．５ｗｔ％クロロホル
ム溶液をスピンコート法により化合物６からなる薄膜を形成した。さらに形成した薄膜を
８０℃にて３０分保温した。
【０２４４】
　得られた薄膜に金属マスクを用いて金の層を真空蒸着法で成膜して、ソース電極及びド
レイン電極を形成した。ここで、ソース電極及びドレイン電極を形成することによって得
られた有機ＴＦＴのチャネル幅及びチャネル長は、それぞれ、２ｍｍ及び２０μｍであっ
た。
【０２４５】
　このようにして、２，７－ジヘキシル－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６
，５］ｓ－インダセノ［１，２－ｂ］チオフェン（化合物６）のスピンコート膜を有機半
導体層とする有機トランジスタを製造することができた。
【０２４６】
［実施例１８］
＜２，７－ジヘキシル－４，９－ジヒドロチオフェノ［２’，３’－６，５］ｓ－インダ
セノ［１，２－ｂ］チオフェン（化合物６）のスピンコート膜を有機半導体層とする有機
トランジスタに関する測定＞
【０２４７】
　実施例１７で製造した有機トランジスタの電気特性を実施例１６と同様に測定した結果
、キャリアの電界効果移動度及びオン／オフ比は、０．００７ｃｍ２／Ｖｓ及び１０６で
あった。
【０２４８】
　以上、本発明の実施の形態及び実施例を具体的に説明してきたが、本発明は、これらの
実施の形態及び実施例に限定されるものではなく、これら本発明の実施の形態及び実施例
を、本発明の主旨及び範囲を逸脱することなく、変更又は変形することができる。
【産業上の利用可能性】
【０２４９】
　本発明は、より高いキャリア移動度を有する有機薄膜トランジスタ、及び上記有機薄膜
トランジスタの製造方法、並びに上記有機薄膜トランジスタを含む有機薄膜デバイスに適
用することができる。
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